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大きなじゃがいも
　　　　収穫したよ︕

　都賀地域の各小学校では、学校給食におけ
る地産地消と、児童の食育の推進の一環とし
て、児童の皆さんが自分の手で収穫を体験する
取り組みを行っています。６月14日のこの日
は、赤津小学校の 2年生の皆さんが、地元の
協力農家の畑にて、じゃがいもの収穫を体験し

ました。
　7月初旬には各小学校にて、給食用の野菜を
提供している地元の農家の皆さんと児童が、児
童が収穫したじゃがいもを使用した給食を一緒
に食べる「交流給食」が行われ、児童から農家
の皆さんへの感謝の言葉が贈られました。

児童にじゃがいもについて説明する生産者の伊東正雄さんみんなで力を合わせてじゃがいもの株を掘り起こしましたこんなにたくさんのじゃがいもが収穫できました！
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栃木市民デー（vs ジョイフル本田つくばＦＣ戦）
　８月 17 日（土）10 時開場　13 時キックオフ
　

いわふねデー
　（vs ブリオベッカ浦安戦）
8 月 25 日（日）
10 時開場  13 時キックオフ

特集１ 栃木シティフットボールクラブを応援しよう！　　

栃木シティフットボールクラブを応援しよう！
「栃木シティフットボールクラブ」とは？

　「栃木ウーヴァフットボールクラブ」から今シーズンチーム名称を変更し、関東サッカー
リーグ 1 部に所属して戦っている、J リーグを目指すプロサッカークラブです。
栃木市をホームタウンとして、事務所は岩舟町静にあります。
　また、栃木市ふるさと大使として栃木市のＰＲを行っています。

栃木市民デー・いわふねデー！
　8 月に「栃木市民デー」「いわふねデー」を栃木市総合運動公園陸上競技場（川原田町）で開催します。来場者の皆さん
が楽しめるマルシェの他、栃木市、岩舟地域を感じられるブースが出店し、景品などが当たる抽選会をおこないます。

栃木シティフットボールクラブの活動
 今年の公式戦は栃木市総合運動公園陸上競技場（川原
田町）で開催され、練習は市内岩舟町三谷の人工芝練習
場（LUXPERIOR FOOTBALL PARK）で行っています。

トチモ (TOCCIMO)
　栃木市の鳥「カモ」をモデルに、
特産の「宮ネギ」を背負っている栃
木シティフットボールクラブの公式
マスコットキャラクターです。

栃木市と協定書を締結
　令和元年 5 月 30 日（木）に栃木シ
ティフットボールクラブを管理運営
する「株式会社 THE TOCHIGI CITY 
UNITED」と地域活性化、健康づくり、
青少年育成を協力して推進することに
ついて協定を結びました。栃木市は栃
木シティフットボールクラブを応援し
ます。

 選手達は濃紺のチームバスで
移動しています。見かけたら
応援してください！

この試合に、20 組 40 名をご招待します。
応募方�法　①郵便番号、②住所、③氏名、④年齢、⑤栃木シティＦＣへの一言、       
　　　　　を記入のうえ「はがき」または「Ｅメール」にて。（記入漏れは抽　　　
　　　　　選対象外）８月１日（木）必着（Ｅメールは 17 時まで）
応 募 先�　〒328-8686（住所不要）栃木市役所スポーツ連携室　栃木シティ
　　　　　FC 栃木市民デー招待係 Ｅメール sports-link@city.tochigi.lg.jp
そ の 他　当選発表は、招待状の発送をもって
問 合 先　スポーツ連携室　☎（21）２５９１

LUXPERIOR FOOTBALL PARK
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空き家バンクの仕組み

解体して更地にすることで、有効活用ができます。

あったか住まいるバンク

空き家に困っていませんか？
 ～空き家を適正管理・有効活用しましょう！～

　全国的に増えつづける「空き家」。今、国内の 7 戸
に 1 戸は空き家となっています。空き家は、所有者が
適切に管理するものです。適正に管理されている空き
家であれば問題ありませんが、中には管理されず放置
されている空き家も存在します。このような空き家は、
建物の老朽化による倒壊のおそれや、草木の繁茂等に
よる衛生環境の悪化、不審者の不法侵入など、治安の
悪化の原因となる可能性があります。

栃木市の空き家対策の基本方針
１．使える空き家は活用してもらう
２．再利用できない空き家は解体し、敷地を活用してもらう
３．空き家のまま維持する場合は、適正に管理してもらう
４．新たな空き家の発生を抑制する

負動産を富動産へ
 栃木市空き家バンク「あったか住まいるバンク」
　空き家バンクは「空き家をお持ちの方」と「空き家を買っ
たり借りたりしたい方」のマッチングを行う仕組みです。
　栃木市の「あったか住まいるバンク」は昨年度、成約件数
日本一！自分にとって不要な空き家でも、必要としている人
がいるかもしれません。
　空き家をお持ちの方や空き家を利用したい方は、ぜひ住宅
課（☎（２１）２４５２）に相談ください。
栃木市あったか住まいるバンクホームページ
　http://www.tochigi-akiya.jp/

空き家を解体して、土地を有効活用へ
　再利用できない空き家を解体し、敷地を有効活用することを目的とした制度で、
解体費用の一部を市が助成します。
対象となる空き家　市内にある空き家で、次のすべてに該当するもの。
　・昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅（戸建住宅・併用住宅）
　・不動産業者等が営利目的で所有している住宅でないこと
　・所有権以外の権利が登記されていないこと
　・次のいずれかの状態にあること
　　ア 倒壊等のおそれがあること（解体工事費の 1/2、上限 50 万円）
　　イ 老朽化が進行し、修繕が困難であること（解体工事費の 1/2、上限 25 万円）
　・公共事業等の補償の対象となっていないこと
※ 自宅の敷地内にある離れ ･ 納屋 ･ 旧住居を解体する場合や、利用可能な空き家

を解体する場合など、対象とならない場合があります。まずは住宅課（☎（２１）
２４５２）へご相談ください。

空き家の適正管理のため
　空き家の管理は大変です。元気なときはできたけど…
遠方に住んでいるので…など様々な状況が考えられま
す。市では、空き家の適正管理を目的に、栃木市シルバー
人材センター、NPO 法人スマイルと「空き家等の適正
管理に関する協定」を結んでいます。ご自身で管理でき
ない草木の手入れや、空き家の見守りなどを考えている
方は連絡ください。
　栃木市シルバー人材センター　☎（23）4165
　NPO 法人スマイル　　 　　　 ☎（23）3722

空き家になるのを予防しよう！
　将来のトラブル防止のため所有者の名義（登記）を確認しましょう。相
続登記がなされず、前所有者の名義になっていることがあります。将来の
トラブルを防ぐためにも、現在の登記を確認して、きちんと登記を済ませ
ておきましょう。また、相続者が決まらないと、放置される空き家になっ
てしまいます。相続についても家族間で
話し合っておきましょう。
　市で行っている無料相談（今月号６頁
の「相談業務の案内」欄を参照）では、
空き家・相続について、専門家に相談す
ることができます。

➡

空き家が引き起こす様々な問題
周辺への被害のおそれ
　屋根瓦の落下や壁の倒壊などにより、通行人や近隣住民に被害を及ぼす場合があります。
　繁茂した草木が道路まで伸び、通行の妨げとなり交通事故の原因となる場合があります。
　（所有者または相続者は管理責任を問われることがあります。）

衛生環境の悪化
　敷地内の草木の繁茂により、害虫の発生、動物が住み着くことや、ごみの不法投棄など
もあり、周囲への衛生環境の悪化を招きます。

防犯・防災上の不安
　不審者の不法侵入や放火などの標的になりやすく、防犯・防災上の問題が発生します。
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無人航空機で
災害時の情報収集

　農地所有適格法人 株式会社アドバンス様と「災
害時における無人航空機による情報収集活動に関す
る協定」を締結しました。
　これは、災害時に無人航空機を活用し、被害状況
を把握するために、必要な映像や画像等の収集を行
うもので、災害発生の際の情報収集などに役立てら
れます。５月１３日に市役所にて協定を交わしまし
た。

台風や大雨の季節を前に
水害に備えた訓練

　6月 22日、藤岡遊水池会館と藤岡渡良瀬運動公
園を会場に、栃木市消防本部と栃木市消防団の合同
で、水防訓練が行われました。
　当日は、今年 3月に作成された栃木市防災ハザー
ドマップの説明が行われたほか、台風や大雨等で発
生する水害を想定した土のうの作成等の準備工法、
堤防の崩壊等を防ぐ水防工法などの実践的な訓練を
実施しました。

■ウエイトリフティング全日本選手権優勝 おめでとうございます
　5月に岩手県で開催されたウエイトリフティングの全日本選手権で、本市出身
の大塚優子選手が見事優勝し、大川市長に優勝の報告を行いました。
　今回、大塚選手は女子 76kg 級に出場し、2種類の競技のうち「スナッチ」で
98kg、「ジャーク」で 114kg、
トータル 212kg を記録し見事
初優勝されました。なお、栃木
県の選手で女子の優勝は初の快
挙となります。
　「2024年のパリ五輪を目指し
たい！」と強い決意を語った大
塚選手。県ウエイトリフティン
グ協会長からも「将来有望」と
期待をされています。

江戸情緒漂うタウンウェディング事業
ウェディング動画を作成しました

　蔵の街並みなどの風景を活用した栃木市ならでは
のウェディングを通して「小江戸とちぎ」の魅力
を市内外へ発信する事業の一環として、タウンウェ
ディング動画を作成しました。今回は、３月に市
内在住のご夫妻をモデルにお迎えして、神明宮や
岡田記念館、横山郷土館など市内 12か所で撮影し
たものです。この動画は、栃木市公式
Youtube にてご覧いただけます。

■タッチラグビーＷ杯銅メダルおめでとうございます
　5月にマレーシアで開催された
タッチラグビーのワールドカップで
銅メダルを獲得した日本代表の副
キャプテンで、本市出身の石川智也
選手が、大川市長を表敬訪問しまし
た。
　タッチラグビーは 6人制で、スク
ラムは行わず、タックルをタッチに
置き換えて行う競技です。
　「今後の大会ではさらに上のメダル
を目指して頑張りたい」との抱負や、
「地元の子供たちにも競技を伝えてい
きたい」とお話しされていました。

市政トピックスHearts of TOCHIGI
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市内の竹林で撮影したタウンウェディングのワンシーン 水防工法の作業のひとつ「杭ごしらえ」を行う消防団員

Youtube「栃木市タウンウェディング」

協定書を掲げる（株）アドバンス代表取締役粂谷様と大川市長

市長に優勝の報告をする大塚選手
銅メダルを胸に市役所を訪問した石川選手
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オリンピック聖火ランナーの一般公募開始！
　東京 2020オリンピック聖火ランナーの一般公募がはじまりました。

対象　 2008 年４月１日以前に生まれた方で、
栃木県にゆかりがある方（国籍・性別
は問いません

公募締め切り　８月 31日（土）
応募先
　栃木県 または 聖火リレーパートナ（「日本
コカ・コーラ株式会社」、「トヨタ自動車株式

会社」、「日本生命保険相互会社」、「日本電信電話株式会社（NTT）」の４社）に
てそれぞれ公募を受け付けています。応募は各募集先に１回ずつ、最大５回可
能です。
応募方 法　募集先によって異なります。各募集先のウェブサイト等でご確認く

ださい。
問合先　スポーツ連携室☎ (21) ２５９１

■栃木市史料叢書 第一集「栃木の在村記録
  幕末維新期の胎動と展開」第四巻刊行の案内
　栃木市嘉右衛門町の名
の由来ともなっている岡
田家代々の当主による日
記は、江戸中期から残さ
れており、これらは本市
の歴史を理解するうえで
大変貴重なものです。市
教育委員会では岡田家の
ご協力のもと、日記の調
査成果を叢書として刊行
してきましたが、この度
最終巻の第四巻を刊行し
ました。
『栃木の在村記録　幕末維新期の胎動と展開』第四巻（９５１頁）
　　畠山氏陣屋役所日記（二）元治元年（一八六四）～明治三年（一八七〇）
　　岡田親之江戸日記　　　　弘化二年（一八四五）～弘化四年（一八四七）
　　肥料訴訟関係文書と記録　天保十三年（一八四二）～弘化四年（一八四七）
閲覧可能場所　市内各図書館
価 格　６，０００円 (税込 )
販売場所　文化課（市役所本庁舎 4階）、岡田記念館　
問 合 先　文化課　☎ (21) ２４９７

市職員採用試験
職種 採用予定人員 受験資格 (それぞれ全ての要件を満たす方 )

一般事務 5名程度
・平成２年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた方
　（学歴は問わない）

土 木 1名程度
・平成１２年４月２日以降に生まれた方
・高等学校以上の専門課程を卒業した方又は卒業見込みの方

建 築 1名程度

・平成２年４月２日以降に生まれた方
・高等学校以上の専門課程を卒業した方又は卒業見込みの方
・ 一級建築士の資格を有する方又は採用後一級建築士の受験資格
取得後５年程度（高等学校卒業者は二級建築士取得を含め１０
年程度）で資格を取得していただける方

【社会人枠】
・昭和６０年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた方
・ 一級建築士の資格を有し、建築業務の実務経験を直近８年以内
に５年以上有する方

障がい者を対象とする市職員採用試験
職種 採用予定人員 受験資格 (全ての要件を満たす方 )

一般事務 1名程度

・ 昭和５５年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた方
（学歴は問わない）
・ 障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉
手帳）の交付を受けている方

・活字印刷文による出題に対応できる方
 （何らかの配慮を必要とされる方は、職員課にご連絡ください）。

市消防職員採用試験
職種 採用予定人員 受験資格 (全ての要件を満たす方 )

消 防 7名程度
・ 平成７年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた方
・採用後、栃木市又はその周辺に居住できる方
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消
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の
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通
事
項
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込
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付
期
間

７
月
19
日
（
金
）
〜
８
月
９
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（
金
）
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１
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９
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日
）
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賀
中
学
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都
賀
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中
）
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舎（
万
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※
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２
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。
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、
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配
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、
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防
署
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分
署
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庁
職
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課
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域
づ
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り
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進
課
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験
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内
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。
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ム
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員
課　

☎
（21）
２
３
５
１

市
消
防
職
員
採
用
試
験

市
消
防
本
部
消
防
総
務
課

　
　
　
　

☎
（23）
３
５
２
７

令
和
元
年
度
（
令
和
２
年
４
月
採
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
職
員
採
用
試
験
（
後
期
試
験
）

国際交流「歌麿道中」出演者募集

10 月 26日（土）～ 11月４日（月・振休）に開催される、恒例の歌麿まつ
り期間中の 11月２日（土）には、歌麿が描いた世界をイメージした「歌麿道中」
を日本人・外国人出演者により開催します。このイベントの出演者を募集します。
日時　11月２日（土）８時～ 19時頃（衣装着替え・練習時間を含む）
　　　※雨天時は 11月３日（日）に延期のため、両日とも参加可能な方
会場　巴波川会場（塚田歴史伝説館付近）、蔵の街大通り会場（山車会館付近）（予定）
応募方法　応募用紙（問合先、市ホームページに設置）に必要事項を記入のうえ、
問合先に郵送または直接応募ください。
 ※応募の際に写真が必要です。募集要項で留意事項等を確認ください。
 ※応募者多数の場合は書類選考となります。
受付期間　８月 30日（金）必着
問合先　歌麿を活かしたまちづくり協議会事務局（蔵の街課内） ☎（21）2573

役柄 人数 応募資格 備考

おいらん 1人

20歳～ 35歳くらいの女性
身長 160～ 170㎝前後

衣装の重量が 15 ～ 20kg ほどあるので、
体力に自信のある方。歌麿道中進行に係る
ご挨拶等に対応いただける方

※和化粧に地毛で日本髪を結いますので、髪の毛が襟足から 20㎝以上、
前髪が 15cm以上、パーマ不可、髪の毛が長すぎる場合カットできる方、
黒系の自然色の方限定

カムロ（子役） 2人※ 小学校 5年生～中学生までの
女性、身長 140～ 150㎝前後

かつらを着用
（または地毛）

芸者 1人 20歳～ 50歳くらいの女性
身長 160㎝前後

かつらを着用
短髮の方も可新造さん 2人※ 18歳～ 30歳くらいの女性

身長 160㎝前後

女将 1人 35歳～ 60歳くらいの女性
身長 160㎝前後

喜多川歌麿 1人
30歳以上の男性
身長 160～ 170cm前後 かつらを着用蔦屋重三郎 1人

善野喜兵衛
（通用亭徳成） 1人

傘持ち 1人 20歳～ 40歳くらいの男性
身長 170～ 175cm前後

大きな長柄の傘を持ちます。短髪で、当日
髪色を黒系の自然色にしていただける方

肩持ち 1人 20歳～ 40歳くらいの男性
身長 170～ 180cm前後 短髪で、当日髪色を黒系の自然色にしてい

ただける方
金棒持ち 2人※ 20歳～ 30歳くらいの男性

身長 160～ 175cm前後
※ 髪の毛の量が多い方（鎖骨または胸あたりより長い方）は、事前に髪のカットをお願いする場合
があります。

※全ての役柄で衣装やかつらを着用しますので体力に自信のある方。
※ カムロ・新造さん・金棒持ちは日本人・外国人１人ずつの募集、その他の役柄については国籍不
問です。

オリンピック聖火ランナーの一般公募開始！
　東京 2020オリンピック聖火ランナーの一般公募がはじまりました。

対象

公募締め切り
応募先
　栃木県 または 聖火リレーパートナ（「日本

会社」、「日本生命保険相互会社」、「日本電信電話株式会社（NTT）」の４社）に
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約 )
（弁護士が法的な見解等を助言)
※申込開始
　 9 月分：8/1（木）～
  10 月分：9/2（月）～
　( 各日 8 時 30 分より受付 )
※ 同じ案件での相談は 2 回ま

で（異なる会場で相談して
も同様）。

8 月 9 日（金）、23 日（金）
9 月 13 日（金）、27 日（金）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

9 月 19 日（木）
10 時～ 12 時

大平隣保館 2 階相談室
☎(43)6611 0120-46-7830

8 月 19 日（月）
10 時～ 12 時

藤岡公民館 1 階 研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

8 月 27 日（火）
10 時～ 12 時

都賀総合支所 別館 2 階 会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

9 月 24 日（火）
10 時～ 12 時

西方総合支所 1 階 会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

8 月 8 日（木）
10 時～ 12 時

岩舟総合支所 1 階 相談室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○法律相談 ( 事前に要予約 )
※栃木市社会福祉協議会主催

8 月 6 日（火）、20 日（火）
9 時～ 12 時

大平地域福祉センター ふるさとふれあい館
/社会福祉協議会大平支所☎(43)0294

〇宅地建物相談 (事前に要予約)
(土地・建物の売買や賃貸借、所有と管理)

8 月 16 日（金）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

○市民相談
( 日常生活の問題など )

月～金曜日
9 時～ 17 時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

○消費生活相談 ( 商品やサー
ビスなど消費生活全般 )

月～金曜日
9 時～ 16 時

入舟庁舎 / 消費生活センター
☎ (23)8899 FAX (23)8820

○合同相談
( 行政相談・人権相談 )

　♦移動県民相談も同時開設

8 月 13 日（火）、27 日（火）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

9 月 19 日（木）
10 時～ 12 時

大平総合支所 1 階 相談室
大平市民生活課☎ (43)9211

8 月 14 日（水）
10 時～ 12 時

藤岡公民館 1 階 研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

◆ 8 月 27 日（火）
10 時～ 12 時

都賀総合支所 別館 2 階 大会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

9 月 24 日（火）
13 時 30 分～15 時 30 分

西方公民館 2 階 小会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

♦ 8 月 15 日（木）
13 時 30 分～15 時 30 分

岩舟総合支所 1 階 相談室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○人権相談 月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

大平隣保館☎(43)6611 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

○配偶者等からの暴力 (DV)
相談

月～金曜日
9 時～ 16 時

配偶者暴力相談支援センター
☎（21）2218

○いじめ相談電話 月～金曜日 9 時～ 17 時
※土日祝日･時間外は留守電･FAX

本庁舎 / 青少年育成センター
☎ (24)0667　FAX (21)2690

○青少年相談
( 非行問題・不登校など )

月～金曜日
9 時～ 17 時

本庁舎 / 青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX (21)2690

○家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の
子どもとその家族 )

月～金曜日
9 時～ 16 時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

○児童虐待相談 月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

本庁舎／子育て支援課☎ (21)2226　
※左記以外の時間は☎ 189

（児童相談所全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ）
○婦人・ひとり親家庭相談 月～金曜日

9 時～ 16 時 本庁舎 / 子育て支援課　☎ (21)2229
○障がい児者相談 ( 福祉サービ
スの利用・障がいを理由とする
差別・合理的配慮及び虐待防止)

月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

本庁舎/障がい児者相談支援センター
( 障がい福祉課内 )
☎ (21)2219 FAX (21)2682

○就労支援相談(事前に要予約)
(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時

※
祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113
第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

○高齢者相談
（介護や福祉、生活全般、虐待）

月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

本庁舎／栃木中央地域包括支援セン
ター ☎（21）2245・2246

○もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

8 月 9 日（金）
10 時～ 11 時 30 分

本庁舎 1階 市民スペース／栃木中央地域
包括支援センター☎（21）2171・2246

相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。
市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内

　子どもの時に読んだ本、青春真っ只中で読んだ本、子育てに悩んで読ん
だ育児本・・・本は、広い世界や知識、生きるヒントを教えてくれます。脳科学者の
黒川伊保子氏は、子育てで親が最も守らなければならない基本のルールとして「早寝・
早起き・朝ごはん・読書」を挙げています。氏によれば、「読書」は「想像を超える
知識のネタ」であるといいます。
　栃木県の生涯学習課は「家族で本を読んで感想を話し合ったり、好きな本をすすめ
あったり、読書習慣を共有することで、コミュニケーションを図り家族の絆を強める
取り組み」＝「家

うち
読
どく

」を進めています。家族で同じ本を読んだり、自分が子どもの頃
に感動した本をお子さんに紹介したり、時には場所を変えて、近くの図書館や書店に
出かけてみれば、さらに本との出会いは広がります。
　夏休みの子育ては忙しく、イライラしがちな日々ですが、子育てで一番大切なこと
は『親の気持ちの安定』です。楽しい時間は気持ちの安定につながります。夏休みに
こそ、ぜひ「家読」で、親子で宝の時間を共有してほしいと思います。そして、子ど
もたちが自分の考え方の「芽」になるたくさんの本に出会えますよう願います。

生涯学習課 ☎ (21)2490

本との出会い

　夏休みは家族で出かける機会が増え、子ども達が屋外・屋内遊戯施設で遊ぶ機会
も増えます。遊具を使った意欲的な遊びは、子どもが成長するのに大切な機会のひ
とつですが、その一方で、骨折や打撲などの事故の報告も寄せられています。
　・アスレチック遊具の丸太を踏み外し、腹部を丸太に強打した
　・ターザンロープに片手でつかまって、宙吊りの状態になって落ちた
　・ 滑り台の柵を乗り越えて遊んでいたら、２メートルくらいの高さから落ちて腕

を骨折した
　・ ジャングルジムで遊んでいて、ワンピースのスカートで足元が見えず、1.5 メー

トルくらいの高さから足を踏み外して、鉄の棒に頭をぶつけた
　子どもを遊具で遊ばせるときは、次のことに気をつけましょう。
　・ 遊具の対象年齢を守りましょう。また、それぞれの遊具の正しい使い方につい

て教えましょう。
　・ 幼児には保護者が付き添いましょう。小学生になると、子ども自身が危険に対す

る認識を持つことも必要になってくるため、危険性についてよく教えましょう。
　・  子どもは予想外の動きをすることがあります。紐付きの服やかばんなどは、紐

が遊具や体に絡まることがあるので注意しましょう。
　「少しくらい一人にしても大丈夫。」という油断が悲しい事故を起こしてしまいま
す。保護者は必ず付き添い、目を離さないようにしましょう。

消費生活センター（入舟庁舎内）☎ (23) ８８９９ ／ FAX（23）８８２０

夏休み、子どもの遊具の事故に気をつけて

81

　

　
　かつての古戦場であり、江戸時代には例幣使街道の宿場
町として栄えた、都賀地域の「合

かっせんば

戦場」。当地をPRする活
動を行ってきた漆原さんが、地元の仲間数人と共に立ち上
げた「合戦場の知名度を全国区にする会」の活動が、市の

〝とちぎ夢ファーレ〟の助成事業となりました。ユニークな
発想で町おこしをリードする漆原さんにお話を伺いました。

合戦場の町おこしニスト
　普段は合戦場で郵便局長として活躍する漆原さんに
は、以前から合戦場を盛り上げたいという「使命感」が
あったと言います。その漆原さんの活動が大きく注目さ
れたのは、今から 5 年前。「町が認知されるにはオブジェ
が必要」と、倉庫に眠っていた丸型ポストを、かつての「例
幣使」が日光に献上した「幣

へいはく
帛」をイメージした、黄金

色に塗装し、話題を呼びました。
　その後は「合戦場の町おこしニスト」として市の文化
マイスターに任命され、地域でボランティアを行った、
合戦場に生家が残る日立製作所の創業者 小平浪平の顕
彰活動などを行ってきた漆原さんが、仲間と共に立ち上
げたのが「合戦場の知名度を全国区にする会」です。

合戦場の情報をみんなで共有する
　今年度、会の活動としてメインで行っているのが、合
戦場を知ってもらうための冊子の作成です。「合戦場の
情報を『私たちが知っている』ではなく『みんなで共有
したい』」という漆原さん。「合戦場の情報を共有するこ
とによって『みんなに合戦場の情報が当たり前になって
行く』ということが全国区に近づけること」と言います。
そうしたコンセプトのもとに作成された冊子には、例幣
使街道の合戦場宿や小平浪平の紹介をはじめ、地元消防
団に残るガソリン消防ポンプの話や地元のお店・名産の
紹介など、合戦場に関する多岐にわたる情報が網羅され
ています。
　活動のアイディアの原点は「ひらめき」という漆原さ
ん。会には、特に代表者は置かず「自由な発想のもとに、
良いものは全部取り入れちゃう」と言います。「『こうい
うもの作ったんでどうですか』とか『（じゃあ）うちで
置いてあげるよ』」といった日頃のやり取りで、新たな
ものが生まれていくそうです。

「栃木ロマン」を広げたい
　合戦場だけでなく、栃木市各地にはそれぞれの魅力が
あると漆原さんは言います。「『栃木ロマン』を広げたい、
というか、小さな魅力に目を向けていけば、もっと（栃
木市全体が）広がって行くのではないか」とお話をして
くださいました。

合戦場の知名度を全国区にする会
　　　（2019 年度〝とちぎ夢ファーレ〟新規助成事業）

漆
うるしはら

原　康
や す し

史　
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運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

制
度

　
市
で
は
、
運
転
に
不
安
を
感

じ
る
方
の
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
運
転
免
許
の
す
べ
て

を
自
主
的
に
返
納
し
た
栃
木
市

内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
年
齢

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

支
援
内
容　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
と

蔵
タ
ク
の
共
通
乗
車
券
１
０
，

０
０
０
円
分
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証
返
納
時
に
交
付
さ

れ
る
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許

の
取
消
通
知
書
」
ま
た
は
「
運

転
経
歴
証
明
書
」
／
印
鑑

申
請
期
限

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取

消
通
知
書
」
ま
た
は
「
運
転
経

歴
証
明
書
」
の
交
付
日
か
ら
１

年
間

申
請
窓
口

交
通
防
犯
課
（
本
庁
舎
２
階
）

ま
た
は
大
平
・
藤
岡
・
都
賀
・

西
方
・
岩
舟
の
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課

そ
の
他　
平
成
30
年
１
月
以
前

に
支
援
を
受
け
た
方
で
、
ふ
れ
あ

い
バ
ス
・
蔵
タ
ク
の
い
ず
れ
か
で

使
用
で
き
る
古
い
回
数
券
を
お

持
ち
の
方
は
、
新
し
い
共
通
乗
車

券
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
以
前
に
交
付
さ
れ
た
回
数
券

と
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取

消
通
知
書
」を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
制
度
に
関
す
る
こ
と:

交
通
防
犯
課　
☎

（21）
２
１
５
３

運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き
に

関
す
る
こ
と:

栃
木
警
察
署
交

通
総
務
課　
　
☎

（25）
０
１
１
０

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
・
作
動
確
認
を
！ 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
、
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
！
ま
た
設
置
か
ら
10

年
た
っ
た
ら
、
と
り
カ
エ
ル
！

設
置
場
所　
寝
室
や
寝
室
の
あ

る
階
の
階
段
部
分
な
ど

警
報
器
の
種
類　

煙
式
の
も

の
、
台
所
に
設
置
す
る
場
合
は

熱
式
の
も
の

購
入
先　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や

家
電
量
販
店
等

作
動
確
認　
警
報
器
の
点
検
ボ

タ
ン
を
押
す
か
点
検
ひ
も
を
ひ

き
ま
す

確
認
時
期　
春
秋
の
火
災
予
防

運
動
の
時
期
を
推
奨
し
ま
す

交
換
時
期　
設
置
後
10
年

問 

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
０
７
２

広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生

派
遣
報
告
会

　

市
立
中
学
校
２
年
生
28
人
で

構
成
さ
れ
る
広
島
平
和
記
念
式

典
中
学
生
派
遣
団
が
広
島
市
を

訪
れ
、
戦
争
や
広
島
へ
の
原
子
爆

弾
の
投
下
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
す
。
中
学
生
が
広
島
へ
の
派
遣

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
を
、
報
告
会
に
て
発
表
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
29
日
（
木
）
18
時

30
分
～
19
時
30
分

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
正
庁

対
象　
ど
な
た
で
も

問 

総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
２

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
ご
案
内

情
報
公
開
制
度
と
は

　
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す

る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
基

づ
き
、
市
が
保
有
し
て
い
る

様
々
な
情
報
や
文
書
を
公
開
す

る
制
度
で
す
。公
開
の
請
求
は
、

市
の
す
べ
て
の
機
関
が
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は

　
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情

報
を
適
正
に
取
扱
い
、
個
人
の

権
利
と
利
益
を
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。
公

文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
分

の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
開

示
、
訂
正
、
利
用
停
止
等
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
状
況

問 

総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
５

栃
木
市
は
非
核
平
和
宣
言
都

市
で
す

　
市
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
推
進
す
る
こ

と
を
表
明
す
る
た
め
、
平
成
24

年
３
月
１
日
に
「
非
核
平
和
都

市
宣
言
」
を
行
い
、
こ
の
宣
言

に
基
づ
き
各
種
啓
発
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
核
兵
器
の
お
そ
ろ
し
さ
や
命

の
貴
さ
、
そ
し
て
平
和
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

問 

総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
２

ク
マ
と
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
増
え
て

い
ま
す
。
ク
マ
は
普
段
は
お
と

な
し
い
動
物
で
す
が
、
時
に
は

人
が
襲
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。私
た
ち
が
気
を
付
け
れ
ば
、

多
く
の
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ク
マ
に
よ
る
人
身
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
は
…

・
ク
マ
が
い
そ
う
な
場
所
に
は

行
か
な
い

・
早
朝
や
夕
方
は
特
に
注
意

・
一
人
で
の
行
動
を
避
け
る

・
鈴
や
笛
、
ラ
ジ
オ
等
を
身
に

付
け
、
音
を
出
し
な
が
ら
歩
く　
　

も
し
も
ク
マ
に
出
会
っ
た
ら
…

ク
マ
が
人
を
襲
う
理
由
の
多
く

は
、
自
分
の
身
や
子
グ
マ
を
守

る
た
め
で
す
。
こ
の
た
め
、
ク

マ
を
刺
激
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

・
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
ク
マ
か

ら
離
れ
る

・
ク
マ
に
背
中
を
向
け
な
い
、

走
っ
て
逃
げ
な
い

・
グ
ル
ー
プ
で
固
ま
る

・
子
グ
マ
に
は
絶
対
に
近
付
か

な
い

問 

県
南
環
境
森
林
事
務
所

　
　
☎
０
２
８
３
（23）
１
４
４
１

農
林
整
備
課　
☎
（21）
２
２
８
９

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

　
次
の
日
程
で
全
国
一
斉
に
訓

練
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
次

の
機
器
な
ど
で
テ
ス
ト
放
送
が

流
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
日
時　

８
月
28
日
（
水
）

11
時
頃

放
送
内
容　
「
上
り
チ
ャ
イ
ム

＋
『
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
』＋
下
り
チ
ャ
イ
ム
」

放
送
さ
れ
る
機
器　

屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
（
１
８
５
か
所
）
／

Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
の
緊
急
割

込
み
放
送
／
防
災
ラ
ジ
オ
（
自

動
起
動
し
ま
す
）

問 

危
機
管
理
課
☎

（21）
２
５
５
１

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

１
１
９
番
通
報

　
市
消
防
本
部
通
信
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
、
耳
や
言
葉
の
不
自

由
な
方
も
安
心
し
て
緊
急
通
報

が
で
き
る
よ
う
に
、
電
話
か
ら

の
通
報
だ
け
で
な
く
、メ
ー
ル・

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
の
１
１
９
番
緊
急

通
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
対
応
は
、
栃
木
市
内
か
ら
の

通
報
に
限
り
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
さ
れ
て
い
る
方
で
耳
や
言

葉
の
不
自
由
な
方
。

メ
ー
ル
通
報
の
手
順　
事
前
に

登
録
が
必
要
で
す
。
メ
ー
ル
通

報
登
録
用
紙
（
市
消
防
署
及
び

各
分
署
、
障
が
い
福
祉
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口

に
設
置
。
市
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
便
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
消
防

本
部
通
信
指
令
課
（
〒
３
２
８

-

０
０
１
２
平
柳
町
１-

34-

５
・
FAX

（23）
６
５
６
２
）
ま
で
。

消
防
車
や
救
急
車
を
要
請
す
る

場
合
は
、
住
所
、
氏
名
な
ど
必

要
事
項
を
添
付
し
て
事
前
に
登

録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
通
報
の
手
順　
消
防
緊

急
通
報
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
用
紙

（
市
消
防
署
及
び
各
分
署
、
障

が
い
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
の
窓
口
に
設
置
。
市

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
、

氏
名
、
火
事
・
救
急
な
ど
の
必

要
事
項
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

１
１
９
番
に
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

市
消
防
本
部
通
信
指
令
課　

☎
（22）
０
１
１
９
（
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
後
６
番
）

ア
ダ
プ
ト
制
度
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

　
個
人
や
団
体
、
企
業
等
の
グ

ル
ー
プ
が
道
路
・
河
川
・
公
園

の
公
共
施
設
に
お
い
て
清
掃
や

美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
た
だ
く
市
民
参
加
の

制
度
で
す
。
市
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
を
始
め
、

清
掃
用
具
の
貸
出
や
草
花
の

種
・
球
根
の
配
布
等
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
き
れ
い
で
住
み
よ

い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

参
加
の
流
れ

ま
ず
は
左
記
に
問
い
合
せ
下
さ

い
。
協
議
の
う
え
活
動
区
域
を

設
定
し
、
届
出
書
を
提
出
し
ま

す
。
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ

し
、
そ
の
後
は
市
と
協
議
し
な

が
ら
、
実
際
の
清
掃
や
美
化
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問 

道
路
・
河
川:

道
路
河
川

維
持
課　
　
　
☎

（21）
２
７
７
３

公
園:

公
園
緑
地
課

☎
（21）
２
４
１
３

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

で
す

　
こ
の
機
会
に
道
路
の
役
割
や

重
要
性
を
再
認
識
し
、
道
路
を

美
し
く
、
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
づ
く

り
の
た
め
に
、
道
路
や
側
溝
清

掃
な
ど
身
近
な
道
路
の
美
化
活

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
清
掃
に
必
要
な
用

具
は
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
際
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

道
路
河
川
維
持
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
７
７
３

国
民
健
康
保
険
の
限
度
額
適

用
認
定
証
等
更
新
の
ご
案
内

　
入
院
な
ど
で
医
療
費
が
多
く

か
か
る
場
合
、
病
院
に
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適

用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
と
、
同
じ
診
療
月

の
１
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支

払
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。
ま
た
「
限
度
額
適

用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
た
方
は
入
院
時

食
事
代
も
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
交
付
し
て
い
る
「
認
定

証
等
」
は
７
月
31
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、

認
定
証
等
が
必
要
な
方
は
７
月

22
日
か
ら
申
請
の
受
付
を
い
た

し
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

対
象

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

・
70
歳
未
満
の
方
は
国
民
健
康
保

険
税
に
未
納
が
な
い
世
帯
の
方

・
70
歳
以
上
の
方
は
課
税
所
得
が

１
４
５
万
以
上
６
９
０
万
未
満

の
方

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」

・
70
歳
未
満
の
方
は
国
民
健
康

保
険
税
に
未
納
が
な
く
、
か
つ

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

・
70
歳
以
上
の
方
は
住
民
税
非

課
税
の
世
帯
の
方

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
／
印
鑑
／

７
月
31
日
有
効
期
限
の
認
定
証
等

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
１

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

 

お
知
ら
せ 

栃木市非核平和都市宣言

わが国
くに
は、広

ひろしま
島・長

ながさき
崎に投

とう
下
か
された原

げんし
子爆
ばくだん
弾による世

せかい
界で唯

ゆいいつ
一の戦

せんそう
争被
ひばく
爆

国
こく
です。多

おお
くの犠

ぎせい
牲のもとに戦

せんそう
争の悲

ひさん
惨さ、平

へいわ
和の大

たい
切
せつ
さを学

まな
んだ日

に
本
ほん
国
こく

民
みん
は、憲

けんぽう
法に恒

こうきゅう
久平
へいわ
和の理

りそう
想を掲

かか
げ、その実

じつげん
現に努

つと
めてきました。

しかし、世
せかい
界各
かくち
地に核

かくへいき
兵器が存

そんざい
在し、人

じんるい
類はその脅

きょうい
威にさらされ続

つづ
けて

います。さらに、わが国
くに
では東

ひがしにほん
日本大

だいしんさい
震災による原

げんしりょく
子力発

はつでんしょ
電所の事

じ こ
故が

発
はっせい
生し、再

ふたた
び放
ほう
射
しゃ
性
せい
物
ぶっ
質
しつ
の被
ひがい
害と向

む
き合
あ
うことになりました。

栃
とちぎし
木市は、豊

ゆた
かな自

し
然
ぜん
に恵
めぐ
まれ、歴

れきし
史と伝

でんとう
統に育

はぐく
まれてきたまちです。

このまちを誇
ほこ
りに思

おも
う栃
とちぎ
木市
しみん
民は、核

かくへいき
兵器の脅

きょうい
威のない平

へいわ
和で安

あんしん
心して暮

く
ら

せる社
しゃ
会
かい
の実
じつげん
現を求

もと
めて自

みずか
ら行
こうどう
動し、未

みらい
来を支

ささ
える子

こ
どもたちに戦

せんそう
争の悲

ひさん
惨

さ、平
へいわ
和の大

たい
切
せつ
さを伝

つた
えていくことを誓

ちか
います。

そして、核
かくへいき
兵器の廃

はいぜつ
絶と平

へいわ
和で安

あんしん
心して暮

く
らせる社

しゃ
会
かい
の実
じつげん
現を全

ぜんせかい
世界の

人
ひとびと
々に強

つよ
く訴
うった
え、ここに栃

とちぎし
木市が ｢非

ひかく
核平
へいわ
和都
と し
市 ｣ であることを宣

せんげん
言します。

　　　平成２４年３月１日　　　　　　　　　　　　　　　栃木県栃木市

　昨年度（平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日）の
　利用状況は下記のとおりです。

区分 総数 内訳

情報公開請求 １３４件 ３８件
（公開）

７９件
（部分公開）

１７件
（非公開）

自己情報開示請求 ３２件 ８件
（開示）

１４件
（部分開示）

１０件
（非開示）
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こ
ん
な
時
は
国
民
年
金
の
手

続
き
を

国
民
年
金
の
種
別
と
手
続
き
に

つ
い
て

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
す
。
年
金
の
種
別

は
次
の
３
種
類
で
、
種
別
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
や
変
更
な
ど

の
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者

自
営
業
者
・
学
生
等

年
金
の
手
続
き
は
、
全
て
ご
自

身
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る

お
勤
め
の
方
等

年
金
の
手
続
き
は
、
勤
め
先
の

事
業
主
が
行
い
ま
す
が
、
60
歳

未
満
で
退
職
し
た
場
合
は
、
第

一
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の

手
続
き
を
ご
自
身
で
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者

年
金
の
手
続
き
は
、
配
偶
者
の

勤
め
先
の
事
業
主
が
行
い
ま
す

が
、次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、

60
歳
未
満
で
被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
第
一
号

被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
続

き
を
ご
自
身
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
配
偶
者
の
退
職
／
②
本
人
の

パ
ー
ト
等
収
入
の
増
加
／
③
配

偶
者
の
死
亡
／
④
離
婚
、
な
ど

第
一
号
被
保
険
者
に
な
る
手
続

き
に
必
要
な
も
の

資
格
喪
失
証
明
書
等
／
年
金
手

帳
／
印
鑑
／
手
続
き
さ
れ
る
方

の
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド
／
来
庁
さ
れ
る
方

の
運
転
免
許
証
、
ま
た
は
個
人

番
号
カ
ー
ド
等
ご
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
／
委
任
状
（
代
理

人
が
手
続
き
す
る
場
合
。
様
式

は
問
い
ま
せ
ん
）

場
所　
保
険
医
療
課
（
市
役
所

本
庁
舎
２
階
）、
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課

問
保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
４

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
期

限
は
７
月
１
日
（
月
）
で
す
。
ま

だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
早
急

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
未
提
出
の

場
合
、
手
当
の
支
給
が
止
ま
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
場
所　
問
合
先
（
市
役
所

本
庁
舎
２
階
）
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
窓
口

問  

子
育
て
支
援
課　

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
２
２

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

の
皆
様
へ

　

毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。提
出
が
な
い
場
合
、

８
月
分
か
ら
手
当
の
受
給
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
２
年
間
現
況

届
が
未
提
出
の
方
は
、
時
効
に
よ

り
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
全
部
支
給
停
止
の
方
も
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
給
資
格
者
に
は
個

別
に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

提
出
場
所　

栃
木
地
域
に
お

住
ま
い
の
方:

子
育
て
支
援
課

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

大
平
、
藤
岡
、
都
賀
、
西
方
、

岩
舟
地
域
の
お
住
ま
い
の
方:

お
住
ま
い
の
地
域
の
総
合
支
所

市
民
生
活
課

※
他
の
地
域
に
は
書
類
の
用
意

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
お

住
ま
い
の
地
域
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
児
童
扶
養
手
当
受
給
資

格
者

日
時　
８
月
６
日
（
火
）
〜
９

日
（
金
）

問
子
育
て
支
援
課
☎

（21）
２
２
２
１

大
平
市
民
生
活
課
☎
（43）
９
２
０
２

藤
岡
市
民
生
活
課
☎
（62）
０
９
０
４

都
賀
市
民
生
活
課
☎
（29）
１
１
０
３

西
方
市
民
生
活
課
☎
（92）
０
３
０
９

岩
舟
市
民
生
活
課
☎
（55）
７
７
５
９

一
灯
点
滅
式
信
号
機
の
撤
去

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
一
灯

点
滅
式
信
号
機
は
、
国
の
指
針

に
よ
り
順
次
撤
去
さ
れ
、
一
時

停
止
の
高
輝
度
標
識
や
路
面
標

示
の
規
制
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
交
差

点
で
の
確
実
な
安
全
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
栃
木
警
察
署
交
通
総
務
課

　
　
　
　
　
　
☎
（25）
０
１
１
０

水
道
建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

貯
水
槽
水
道
の
適
正
な
管
理
を

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
、
水
道
水
を
受
水
槽
や
高
架

タ
ン
ク
な
ど
の
貯
水
槽
に
一
旦

貯
め
て
使
用
し
て
い
る
場
合
、

受
水
槽
か
ら
先
の
施
設
や
水
の

管
理
は
、
貯
水
槽
設
置
者
の
責

任
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
貯
水
槽
の
適
切
な
管
理
を

行
わ
な
い
と
、
水
の
汚
染
や
水

質
の
悪
化
な
ど
が
起
こ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。「
水
槽
の
定

期
的
な
清
掃
」「
施
設
の
点
検
」

「
水
質
の
検
査
（
特
に
色
、
臭
い

等
水
質
に
異
常
を
感
じ
た
と
き

は
、
速
や
か
に
。）」
の
実
施
な

ど
、
水
の
安
全
の
た
め
適
正
な

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
清
掃
を
委
託
す
る
場
合

は
、
資
格
を
持
っ
た
業
者
に
依

頼
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

水
道
事
業
で
は
、
安
心
で
安

全
な
水
道
水
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
お
使
い
で
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
水
道
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
給
水
装
置
工
事
は
、
市
の
指

定
を
受
け
た
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
等
の
お
支
払
い
は
便

利
な
口
座
振
替
で

　
市
内
に
本
・
支
店
の
あ
る
金

融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口

で
手
続
き
で
き
ま
す
。
通
帳
・

届
出
印
と
水
道
の
検
針
票
ま
た

は
水
道
料
金
の
領
収
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

問
水
道
建
設
課
☎

（25）
２
１
０
５

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
へ
の
寄

附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
株
式
会

社
様
よ
り
、
市
民
活
動
の
推
進

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
25
万
円

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
寄
附
は
、
市
民
活
動
推

進
事
業
補
助
金〝

と
ち
ぎ
夢

フ
ァ
ー
レ
″
の
一
部
と
し
て

様
々
な
市
民
活
動
に
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
３
３
２

子
ど
も
未
来
基
金
へ
の
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
左
記
の
と
お
り
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栃
木
セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
様･･･
10
万
円

明
治
フ
ー
ド
様･･･

　
　
　
　
　
４
３
，
８
０
５
円

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
や
子
育
て
環
境

の
充
実
の
た
め
の
事
業
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
８
８

栃
木
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
訂
正

　
広
報
と
ち
ぎ
５
月
号
（
平
成

31
年
４
月
25
日
発
行
）
と
併
せ

て
配
布
し
ま
し
た
「
栃
木
市
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
お
い

て
、
左
記
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

指
定
緊
急
避
難
場
所
の
表
示

Ｐ
42　
三
鴨
地
区
公
民
館　
　
　

　
　
　
誤
）「
洪
水
」「
地
震
」　

　
　
　
正
）「
洪
水
」

Ｐ
43　
藤
岡
公
民
館

　
　
　
誤
）「
洪
水
」「
地
震
」

　
　
　
正
）「
洪
水
」

　
　
　
赤
麻
地
区
公
民
館

　
　
　
誤
）「
洪
水
」「
地
震
」

　
　
　
正
）「
洪
水
」

ま
た
、
Ｐ
35
大
平
東
地
区
公
民
館

の
西
側
の
浸
水
想
定
区
域
の
表
記

及
び
Ｐ
48
浸
水
実
績
マ
ッ
プ
の
道

路
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
☎

（21）
２
５
５
１

募

集

入
居
者
募
集
情
報

市
営
住
宅　

本
町
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ

１
戸
（
４
階
）
※
単
身
者
可

大
宮
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ

３
戸
（
１
階
１
戸
、２
階
２
戸
）

※
１
階
は
「
60
歳
以
上
の
方
、

ま
た
は
60
歳
以
上
の
方
と
同
居

す
る
方
」、「
障
が
い
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
障
が
い

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
同
居

す
る
方
」
の
み
申
込
可

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
78
．
45
平
方
㍍
）　

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
．
23
平
方
㍍
）　

１
戸　
家
賃
６
万
５
千
円
／
月

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　
３
Ｄ

Ｋ　
（
73
．
77
平
方
㍍
）　
２
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間

８
月
５
日
（
月
）

〜
９
日
（
金
）
８
時
30
分
〜
17
時

入
居
日

９
月
１
日
（
日
）

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
申
込
先
へ
。

問
宅
建
と
ち
ぎ
公
営
住
宅
管

理
セ
ン
タ
ー　
☎

（21）
８
６
７
７

栃
木
市
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
審
議
会
委
員
（
公

募
委
員
）
募
集

　
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

振
興
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

審
議
す
る
た
め
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振

興
に
関
心
が
あ
る
方
（
応
募

時
に
、
市
の
審
議
会
等
の
委
員

を
２
つ
以
上
兼
務
し
て
い
る
方

を
除
く
）

任
期　
９
月
１
日
〜
令
和
３
年

８
月
31
日
（
年
２
回
程
度
開
催

予
定
）

定
員　
２
人
（
選
考
に
よ
り
決

定
）

報
酬　

会
議
１
回
に
つ
き
４
，

０
０
０
円

申
込　
応
募
用
紙
（
問
合
先
窓

口
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
）

に
記
入
し
問
合
先
へ
直
接
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
。

８
月
９
日
（
金
）
必
着
。

問
商
工
振
興
課
☎

（21）
２
３
７
２

令
和
２
年
３
・
４
月
入
隊　

各
種
自
衛
官
採
用
試
験

航
空
学
生

対
象　
（
海
）
18
歳
以
上
23
歳

未
満
の
者
【
高
卒
者
（
見
込

含
）
ま
た
は
高
専
３
年
次
修
了

者
（
見
込
含
）】

（
空
）
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

者
【
高
卒
者
（
見
込
含
）
又
は

高
専
３
年
次
修
了
者
（
見
込

含
）】

日
時　

試
験
日
１
次
試
験:

９
月
16
日
（
月
）

一
般
曹
候
補
生

対
象

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

男
女

日
時　

試
験
日
１
次
試
験:

９
月
20
日
（
金
）
〜
22
日
（
日
）

の
い
ず
れ
か
１
日

自
衛
官
候
補
生

対
象

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

男
女

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

共
通
事
項

受
付
期
間　

７
月
１
日
（
月
）

〜
９
月
６
日
（
金
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
応
募
年
齢
は
、

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所　
　

　
　
☎
０
２
８
５

（25）
４
７
６
３

　　問 総合政策課☎（２１)２３０６
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統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

対
象　
県
内
の
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
生
、
大
学
生
、
一
般

応
募
要
項

・
課
題
自
由
（
小
学
校
４
年
生
以
下

は
、
児
童
が
自
ら
観
察
又
は
調
査

し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
）

・
用
紙
の
大
き
さ
は
Ｂ
２
判

（
72.

８
cm
×
51.

５
cm
）

・
紙
質
、
色
彩
は
自
由
（
裏
面
の

板
張
り
（
パ
ネ
ル
仕
上
げ
）、
表
面

の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
な
ど
は
不
可
）

・
応
募
点
数
は
１
人
で
何
点
で
も

可
。
た
だ
し
、
２
枚
以
上
に
わ

た
る「
シ
リ
ー
ズ
も
の
」は
不
可
。

・
合
作
の
人
数
は
１
作
品
に
つ

い
て
、
５
人
以
内
。

詳
し
く
は
、栃
木
県
統
計
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

９
月
10
日
（
火
）

必
着
で
問
合
先
へ

問 

栃
木
県
県
民
生
活
部
統
計
課

☎
０
２
８-

６
２
３-

２
２
４
２

総
合
政
策
課　
☎

（21）
２
３
０
６

栃
木
市
市
民
会
議
委
員
募
集

　
市
民
参
画
の
も
と
、
本
市
の

自
治
の
基
本
ル
ー
ル
で
あ
る
栃

木
市
自
治
基
本
条
例
の
検
証
や

市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
栃
木

市
総
合
計
画
の
進
捗
管
理
な
ど

を
行
う
た
め
、
市
民
会
議
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
夜
の
会
議
に
出
席
い
た

だ
け
る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
満
18
歳
以
上
の
方
（
10
月

１
日
時
点
で
市
の
審
議
会
等
の

委
員
を
２
つ
以
上
兼
務
し
て
い

る
方
を
除
く
）

定
員　
８
人
（
女
性
５
人
、
男

性
３
人
）
※
定
員
を
超
え
る
応

募
が
あ
っ
た
場
合
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

任
期　
10
月
１
日
～
令
和
３
年

９
月
30
日
（
２
年
間
・
１
回
の

み
再
任
可
）

会
議
の
開
催　

年
６
回
程
度
、

平
日
の
夜

報
酬　
５
，０
０
０
円
（
日
額
）

申
込　

申
込
書
（
総
務
課
・
各

総
合
支
所
地
域
づ
く
り
推
進
課

で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
問
合
先
へ
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
提
出
。

８
月
30
日
（
金
）
必
着

問 
総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
３

催

し

半
田
百
合
子
メ
モ
リ
ア
ル
ト
ー
ク

シ
ョ
ー  

～
未
来
に
繋
げ
よ
う
～

日
時　
８
月
３
日
（
土
）
10
時

～
11
時
30
分

場
所　

栃
木
文
化
会
館　

大

ホ
ー
ル
（
旭
町
）

内
容　

昭
和
39
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
金
メ
ダ

リ
ス
ト
、
半は
ん
だ田

百ゆ
り
こ

合
子
さ
ん
を
お

招
き
し
て
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
出
身
の

メ
ダ
リ
ス
ト
、
砂い
さ
お
か岡

良り
ょ
う
じ治

さ
ん
、

石い
し
か
わ川

多た

え

こ
映
子
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
対
談
を
行
い
ま
す
。

入
場　
無
料

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

栃
木
市
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

☎
０
９
０-

４
７
０
６-

１
２
１
９

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

利
用

者
発
表
会

　
栃
木
ホ
ー
ム
と
大
平
ホ
ー
ム

の
利
用
者
が
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
，
ゴ

ス
ペ
ル
、
Ｓ
Ｓ
Ｏ
バ
ン
ド
、
沖

縄
さ
ん
し
ん
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

等
を
発
表
し
ま
す
。ま
た
書
道
、

華
道
の
作
品
展
示
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
♪

日
時　
８
月
10
日
（
土
）
17
時

30
分
～
20
時
30
分
予
定

場
所　
大
平
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
大
平
町
蔵
井
）

申
込　
事
前
申
込
み
者
に
は
軽
食
、

ド
リ
ン
ク
付
。
当
日
で
も
Ｏ
Ｋ

費
用　
無
料

問 

大
平
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
☎

（43）
５
１
９
１

（
受
付:

13
時
～
21
時
）

お
お
ひ
ら
ぶ
ど
う
ま
つ
り

日
時
　
８
月
31
日
（
土
）　

10

時
～
15
時
（
予
定
）

場
所
　
か
か
し
の
里
（
大
平
町

西
山
田
）

内
容
　
甘
く
て
新
鮮
な
ぶ
ど
う
や

な
し
の
試
食
・
販
売
の
ほ
か
、
毎

年
恒
例
の
ぶ
ど
う
早
食
い
競
争
、

さ
つ
ま
い
も
掘
り
、
マ
ス
の
つ
か

み
取
り
、ふ
れ
あ
い
動
物
園
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
！

問 

か
か
し
の
里
（
お
お
ひ
ら

ぶ
ど
う
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
☎

（43）
８
２
８
８

（
火
曜
・
水
曜
定
休
日
）

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
in
栃

農
・
栃
工

日
時　

①
栃
農:

９
月
７
日

（
土
）②
栃
工:

10
月
５
日（
土
）

場
所　
①
栃
木
農
業
高
等
学
校

（
平
井
町
）
②
栃
木
工
業
高
等

学
校
（
岩
出
町
）

対
象　
市
内
小
学
校
４
～
６
年
生

内
容　
①
栃
木
農
業
高
等
学
校

食
品
化
学
科
の
先
生
と
高
校
生

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

酵
母
の
観
察
と
ロ
ー
ル
パ
ン
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

②
栃
木
工
業
高
校
の
先
生
と
高

校
生
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
こ

ど
も
パ
ソ
コ
ン
『SkyBerry 

JAM

』
を
製
作
し
、
製
作
し
た
こ

ど
も
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
を
い
た
し
ま
す
。

※
活
動
内
容
・
参
加
費
等
の
詳

細
は
、
７
月
中
旬
に
小
学
校
や

公
民
館
に
設
置
さ
れ
る
募
集
チ

ラ
シ
に
て

定
員　
①
25
人
②
20
人
（
い
ず

れ
も
抽
選
制
）

費
用　

募
集
チ
ラ
シ
に
掲
載

し
、
７
月
中
旬
に
小
学
校
と
公

民
館
に
準
備
し
ま
す
。

申
込　
７
月
31
日
（
水
）
～
８

月
９
日
（
金
）
に
、
問
合
先
に

直
接
ま
た
は
電
話
に
て
。

問 

生
涯
学
習
課
☎

（21）
２
４
８
９

講

座

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

市
民
講
座

　
幅
広
い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
、
子
ど
も
の
心
や
発

達
の
診
療
に
関
わ
っ
て
い
る

星ほ
し
の野

美み
ゆ
き幸

先
生
を
講
師
に
お
招

き
し
、
豊
か
な
ご
経
験
に
基
づ

い
た
お
話
を
聴
き
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
子
ど
も
た
ち
の
心
に

つ
い
て
知
っ
て
お
き
た
い
大
切

な
こ
と
Ⅱ
―
発
達
を
知
っ
て
見

え
て
く
る
子
育
て
の
あ
り
方
―
」

日
時　
８
月
９
日
（
金
）
13
時

30
分
～
15
時

場
所　
栃
木
市
こ
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー （
城
内
町
２
丁
目
）

対
象　
市
内
在
住
で
興
味
関
心

の
あ
る
方

定
員　
40
人

費
用　
無
料

申
込　
８
月
５
日
（
月
）
ま
で

に
、
問
合
先
へ
電
話
に
て

問 

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
係　
☎

（20）
７
７
０
５

求
職
者
と
シ
ニ
ア
の
た
め
の 

「
巡
回
相
談
会
＆
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
」

開
催
日　
８
月
８
日
（
木
）

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
０
１

会
議
室

時
間
・
内
容
・
定
員　
次
表
の

と
お
り

費
用　
無
料

申
込　
８
月
７
日
（
水
）
17
時

ま
で
に
、
栃
木
県
小
山
労
政
事

務
所
☎
０
２
８
５

（22）
４
０
３
２

へ
電
話
に
て

問 

商
工
振
興
課
☎

（21）
２
３
７
１

マ
ー
カ
ー
１
本
で
旬
の
野
菜

を
描
い
て
み
よ
う

　
テ
レ
ビ
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ

た
東
京
に
あ
る
老
舗
青
果
店
店

主
の
ス
テ
キ
な
お
兄
さ
ん
と
、

ア
ラ
ベ
ス
ク
ア
ー
ト
で
野
菜
を

描
く
教
室
で
す
。

日
時　
８
月
11
日
（
日
）
13
時

30
分
～
15
時

場
所　
栃
木
県
立
太
平
少
年
自

然
の
家 （
平
井
町
）

対
象　
栃
木
市
内
在
住
の
親
子

内
容　
野
菜
に
関
す
る
お
話
を

聴
き
な
が
ら
、
コ
ル
ク
ボ
ー
ド

に
「
野
菜
」
を
描
く
。

定
員　
15
組
（
先
着
順
）

費
用　
８
０
０
円

持
ち
物　
上
履
き
、
水
筒

申
込　
８
月
５
日
（
月
）
ま
で

に
問
合
先
へ
電
話
に
て

問 

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
係　
☎

（20）
７
７
０
５

２
０
１
９
人
権
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

８
月
18
日
（
日
）　

開

場:

13
時
、開
会:

13
時
30
分
、

ト
ー
ク:

13
時
45
分
～
、
講

演:

14
時
30
分
～

場
所　
栃
木
市
大
平
文
化
会
館

（
大
平
町
蔵
井
）

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご

来
場
の
際
、
車
の
相
乗
り
等
ご

協
力
願
い
ま
す
。

内
容　
ト
ー
ク:

～
多
様
な
性

の
視
点
か
ら
、
人
権
を
考
え
る

～　
中な
か
じ
ま島　

潤じ
ゅ
んさ

ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
家
族
と
友

人
を
つ
な
ぐ
会
」
メ
ン
バ
ー
）

講
演:

～
自
分
ら
し
く
生
き
て

え
ぇ
ね
ん
で
！
～　

は
る
な　

愛あ
い

さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
）

定
員　

８
０
０
人
（
先
着
順
・

自
由
席
・
整
理
券
無
）

費
用　
無
料

問 

部
落
解
放
同
盟
栃
木
市
協

議
会
☎
０
２
８
５

（23）
２
２
１
５

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
１
６
１

幼
児
か
ら
始
め
る
楽
し
い
英

語
～
Ａ
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ド
や
英
語

の
お
歌
で
楽
し
く
学
ぼ
う
～

日
時　
９
月
８
日
（
日
）
11
時

～
11
時
50
分

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

対
象　
４
～
６
才
く
ら
い
ま
で

の
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
７
月
28
日
（
日
）
～

問 

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
☎

（27）
７
１
４
０

出
前
講
座
に
よ
る
『
あ
っ
た

か
と
ち
ぎ
体
操
』

日
時　
９
月
９
日
（
月
）
15
時

～
16
時
30
分

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

対
象　
市
内
在
住
の
方

内
容　
高
齢
者
向
け
の
椅
子
に

座
っ
て
出
来
る
筋
力
運
動

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

持
ち
物　
室
内
用
運
動
靴・飲
料・

タ
オ
ル
・
運
動
の
出
来
る
服
装
で

申
込　
７
月
20
日
（
土
）
～

問 

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
☎

（27）
７
１
４
０

ま
す
ま
す
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
者
募
集

日
時　

①
９
月
13
日
（
金
）、　

②
９
月
18
日
（
水
）、
③
10
月

２
日（
水
）、④
11
月
７
日（
木
）、　

⑤
11
月
14
日
（
木
）
各
日
13
時

30
分
～
15
時
30
分
（
受
付
13
時

15
分
～
）
全
５
回

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー （
今
泉
町
二
丁
目
）

対
象　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

が
あ
り
、
今
後
活
動
で
き
る
栃

木
市
民
の
方

講
座
内
容　
①
市
の
方
向
性
や

地
域
づ
く
り
等
、
あ
っ
た
か
と

ち
ぎ
体
操
に
つ
い
て

②
高
齢
者
の
身
体
的
特
徴
や
基

本
的
な
接
し
方
、
指
導
の
際
の

注
意
点
等
に
つ
い
て

③
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
技
術
講

話
・
実
習

④
口
腔
ケ
ア
の
講
話
・
実
習

⑤
介
護
予
防
ヨ
ガ
の
実
技
講

話
・
実
習
、
活
動
紹
介
、
交
流

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
８
月
５
日
（
月
）
～
９

月
５
日
（
木
）

問 

栃
木
中
央
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　
　
☎

（21）
２
２
４
６

と
ち
ぎ
文
化
講
座

　
市
の
歴
史
や
文
化
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
学
び
、
栃
木
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
容
と
日
程　
左
表
の
と
お
り

場
所　

栃
木
文
化
会
館 

（
旭

町
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
又
は
栃
木
市
民
大
学

受
講
生

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
，
０
０
０
円

申
込　

８
月
５
日
（
月
）
～

23
日
（
金
） 

８
時
30
分
～
17
時　

問
合
先
ま
た
は
大
平
・
藤
岡
・

都
賀
・
西
方
・
岩
舟
公
民
館
窓

口
へ
（
平
日
の
み
）

問 

文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
５

求職者とシニアのための巡回相談会・セミナー一覧

開催機関 とちぎジョブモール とちぎ生涯現役シニア
応援センター

相 談 名 巡回セミナー 巡回相談会
（キャリアカウンセリング） ぷらっと巡回相談会

時 間 10 時 30 分～ 12 時 13 時、14 時、15 時

内 容
テーマ：就職活動の基本と自
己分析のやり方、講師 : ジョブ
モールキャリアカウンセラー

就職活動、スキルアップ、履
歴書の書き方、面接の受け方
のアドバイス、職業適性診断

セカンドライフ、ボランティアか
ら就労までの様々な社会参加活
動、生涯学習に関するアドバイス

定 員 15 人 各時間 1 人 各時間 1 人

とちぎ文化講座日程表
講　座　名 日　時

栃木市の仏像たち ９月５日 ( 木 )
14 時～ 16 時

例幣使街道の道しるべ ９月 12 日 ( 木 )
18 時～ 20 時

とちぎの古墳を学ぶ ９月 19 日 ( 木 )
14 時～ 16 時

竹工芸家・斎藤文石
―技と表現の継承

10 月３日 ( 木 )
14 時～ 16 時

吉屋信子の生涯と作品世界 10 月 10 日 ( 木 )
14 時～ 16 時

文明開化の写真師
―初代 片岡如松と二代 片岡武

10 月 17 日 ( 木 )
14 時～ 16 時

吹上の幕末維新 11 月７日 ( 木 )
14 時～ 16 時

下野国から栃木県へ
―栃木県を形作った人々―

11 月 14 日 ( 木 )
14 時～ 16 時

学校記録から知る栃木の明治 11 月 21 日 ( 木 )
14 時～ 16 時

※詳細は文化課窓口もしくは HP をご覧ください。
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「
漢
方
の
智
慧
で
夏
の
む
く

み
解
消
【
薬
膳
茶
】」
講
座

　
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
た
お
茶

を
ブ
レ
ン
ド
し
飲
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
８
月
19
日
（
月
）、
26
日

（
月
）
19
時
～
21
時　
全
２
回

場
所　
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
日
ノ
出
町
）

対
象　
市
内
在
住
か
在
勤
の
15

歳
か
ら
概
ね
40
歳
以
下
の
方

（
学
生
は
対
象
外
）　

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
回
７
０
０
円

申
込　

７
月
26
日
（
金
）
～　

問
合
先
に
来
館
し
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間:

平
日
13
時
～
21

時
、
土
曜
17
時
～
21
時

問 

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
３
１
１
３

上
級
救
命
講
習
会

『
あ
な
た
の
た
め
に
、
家
族
の

た
め
に
！
救
急
法
を
覚
え
て
み

ま
せ
ん
か
？
』

　
成
人
か
ら
小
児
、
乳
児
の
心

肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）、
異
物

除
去
法
、
止
血
法
等

日
時　

９
月
７
日
（
土
）、
８

日
（
日
）　
９
時
～
12
時
30
分

場
所　

栃
木
市
大
宮
公
民
館　

大
交
流
室
（
大
宮
町
）

対
象　
両
日
参
加
出
来
る
、
原

則
市
内
在
住
・
勤
務
し
て
い
る

お
お
む
ね
10
歳
以
上
の
方

定
員　
20
人

費
用　
無
料

申
込　
８
月
24
日
（
土
）
～
31

日
（
土
）
８
時
30
分
～
20
時

栃
木
市
消
防
署
ま
た
は
各
分
署

ま
で
直
接
お
越
し
頂
き
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
申
込
み
は
不
可
。

問 

栃
木
市
消
防
署
救
急
係

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
１
１
９

（
音
声
案
内
の
あ
と
５
を
押
す
）

ま
た
は
、
各
分
署

 

ス
ポ
ー
ツ

ボ
ー
ト
体
験
教
室

　
２
０
２
２
年
い
ち
ご
一
会
と

ち
ぎ
国
体
で
谷
中
湖
（
渡
良
瀬

遊
水
地
内
）
が
会
場
と
な
る

ボ
ー
ト
競
技
。
水
上
を
爽
快
に

進
む
ボ
ー
ト
競
技
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
18
日
（
日
）、
25

日
（
日
）
９
時
～
12
時

場
所　
谷
中
湖
（
渡
良
瀬
遊
水

地
内
）　

集
合
場
所:

中
央
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
駐
車
場

対
象　
中
学
生
（
保
護
者
も
体

験
可
）

費
用　
無
料

申
込
・
問
合
先　

県
ボ
ー
ト
協
会
（
戸
田
）
ま
で

✉toda8211@
cc9.ne.jp

☎
０
９
０-

１
８
５
５-

３
８
８
９

（
各
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
）

問 

ス
ポ
ー
ツ
連
携
室

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
５
９
２

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

「
硬
式
テ
ニ
ス
」
講
座

　
ク
レ
ー
コ
ー
ト
で
秋
の
ナ
イ

タ
ー
テ
ニ
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
大
歓
迎
。
ラ
ケ
ッ

ト
貸
出
し
有
り
。

対
象　
市
内
在
住
か
在
勤
の
15

歳
か
ら
概
ね
40
歳
以
下
の
方

（
学
生
は
対
象
外
）　

日
時　
８
月
22
日
（
木
）
～
11

月
７
日
（
木
）
19
時
～
21
時　

全
12
回

場
所　
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
日
ノ
出
町
）

定
員　
15
人

費
用　
５
０
０
円（
ボ
ー
ル
代
）

申
込　
７
月
26
日
（
金
）
か
ら

青
少
年
ホ
ー
ム
に
来
館
し
、
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

受
付
時
間:

平
日
13
時
～
21

時
、
土
曜
17
時
～
21
時

問 

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　
　

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
３
１
１
３

第
37
回
栃
木
市
民
水
泳
大
会

日
時　
９
月
１
日
（
日
）

受
付:

８
時
30
分
～
、
開
会
式:

９

時
30
分
～
、
競
技
開
始:

10
時
～

場
所　
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

（
川
原
田
町
）

対
象　
市
内
在
住
の
方
、
市
内

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
所
属
の
方

種
目

個
人
種
目　
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、

背
泳
ぎ
、バ
タ
フ
ラ
イ（
各
25
ｍ
、

50
ｍ
、
１
０
０
ｍ
）、
個
人
メ
ド

レ
ー
（
１
０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
）

※
１
人
２
種
目
ま
で
、
種
目
は

年
齢
区
分
に
よ
り
異
な
る
。

リ
レ
ー
種
目　
小
学
３
、４
年
生

（
男
女
別
）:

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

（
25
ｍ
×
４
）
フ
リ
ー
リ
レ
ー

小
学
５
、６
年
生
（
男
女
別
）:

メ

ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
25
ｍ
×
４
）
フ

リ
ー
リ
レ
ー

中
学
生
（
男
女
別
）:
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）
フ
リ
ー
リ
レ
ー

高
校
生
・
大
学
生
（
男
女
別
）:

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）

フ
リ
ー
リ
レ
ー

一
般
（
男
女
別
）:

メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー（
50
ｍ
×
４
）フ
リ
ー
リ
レ
ー

区
分　

小
学
生
（
低
／
中
／
高

学
年
）、
中
学
生
、
高
校
生
・
大

学
生
、
一
般
（
30
歳
以
下
／
31
～

50
歳
／
51
～
70
歳
／
71
歳
以
上
）

費
用　
１
種
目
５
０
０
円
、
リ

レ
ー
１
種
目
１
，
２
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

７
月
１
日

（
月
）～
８
月
10
日（
土
）ま
で
。

所
定
の
申
込
用
紙
に
て
参
加
費

を
添
え
て
左
記
へ
。

サ
ン
プ
ラ
ザ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
ウ
ィ
ン
ズ
栃
木

　
　
　
　
　
　
☎

（23）
５
７
１
２

イ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
☎

（24）
７
８
８
９

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

第
10
回
栃
木
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　
９
月
16
日
（
月
）
※
雨

天
決
行

場
所　
都
賀
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽

部
（
尻
内
町
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員　
２
５
０
人
（
先
着
順
）

競
技
方
法　
ペ
リ
ア　
ダ
ブ
ル

パ
ー　
上
限
36
打

費
用　
プ
レ
ー
費
８
，
５
０
０

円
（
セ
ル
フ
／
昼
食
付
／
パ
ー

テ
ィ
ー
費
込
※
キ
ャ
デ
ィ
ー
付

は
１
１
，
０
０
０
円
）
参
加
費

２
，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

８
月
１
日

（
木
）
～
20
日
（
火
）
ま
で
左

記
に
問
合
せ
の
う
え
、
参
加
費

を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

栃
木
地
域:

サ
ン
ラ
ン
ド
栃
木

　
　
　
　
　
　
☎

（24）
３
３
３
１

大
平
地
域:

大
平
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係　
　
　
　
☎

（44）
０
７
６
６

藤
岡
地
域:

早
乙
女

　
　
　
　
　
　
☎

（62）
２
１
４
６

都
賀
地
域:

徳
原

☎
０
９
０-

４
７
０
７-

７
３
３
５

西
方
地
域:

栗
山

　
　
　
　
　
　
☎

（92）
７
８
１
１

岩
舟
地
域:

岩
舟
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係　
　
　
　
☎

（55）
２
５
０
０

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

元
気
は
つ
ら
つ
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ち
ぎ 

「
第
７
回
栃
木
市
民
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
栃
木
地
区
体
育
協
会
各
支
部
、

大
平
・
藤
岡
・
都
賀
・
西
方
・
岩

舟
地
区
体
育
協
会
に
よ
る
チ
ー

ム
対
抗
で
12
種
目
19
競
技
を
競

う
大
会
で
す
。
お
住
ま
い
の
地
域

の
選
手
の
応
援
に
、
ぜ
ひ
会
場
に

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
程
・
種
目　
左
表
の
通
り

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

（
川
原
田
町
）
他

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎

（25）
０
９
３
０

第 7 回栃木市民スポーツフェスティバル

区分 競　　技 日　　程 競技会場8/18 8/24 8/25

チ
ー
ム
対
抗

軟式野球（社会人） ○ ○  硬式・A・Ｂ球場
軟式野球（学童） ○ ○  硬式・A・B 球場
フットベースボール

（一般女子・学童） ○ ○  多目的広場 ( 東側 )

ソフトボール
（壮年男子・一般女子） ○ ○  Ｃ・ D・E・F 球場

卓球（硬式・ラージボール） ○  総合体育館補助競技場
バレーボール（一般女子） 〇  総合体育館主競技場
ゲートボール 〇注  ※栃木市屋内運動場（泉川町）
ソフトテニス ○  テニスコート
テニス ○  テニスコート
グラウンド・ゴルフ ○  多目的広場

ターゲット・バードゴルフ ○  ※赤津ターゲット・バード
ゴルフコース（都賀町大橋）

ソフトバレーボール
（一般女子・男女混合） 〇  総合体育館主競技場

レクリエーション
（綱引き・玉入れ・長縄跳び） ○  総合体育館主・補助競技場

注：ゲートボール競技は 8 月 19 日（月）に開催します ※は栃木市総合運動公園外の会場

関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
情
報

板
倉
町（
群
馬
県
）

板
倉
町
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
自
転
車
で
の
渡
良
瀬
遊
水
地
の
周

遊
や
町
内
探
訪
に
お
勧
め
で
す
。
受

付
は
わ
た
ら
せ
自
然
館
（
群
馬
県
邑

楽
郡
板
倉
町
）
に
な
り
ま
す
。

利
用
時
間　
９
時
～
16
時
30
分 

利
用
料
金

大
人 

１
日 

６
０
０
円
、
４
時
間
以

内 

４
０
０
円
／
子
供 

１
日 

３
０
０

円
、
４
時
間
以
内 

２
０
０
円 

貸
出
台
数

大
人
用 

42
台(

う
ち
幼
児
用
い
す

付 

３
台)

／
子
供
用 

20
台 

休
館
日

月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

問 

わ
た
ら
せ
自
然
館

　
　
　
　
☎
０
２
７
６

（82）
１
９
３
５ 

古
河
市（
茨
城
県
）

夢
あ
ん
ど
ん
と
夕
涼
み

　
古
河
の
夏
の
風
物
詩
。
水
辺
に
浮

か
ぶ
約
８
０
０
基
の
あ
ん
ど
ん
が
夏

の
夜
を
柔
ら
か
く
照
ら
し
ま
す
。

日
時　
８
月
14
日(

水)

、15
日(

木)　

18
時
～
21
時

場
所　
古
河
歴
史
博
物
館
周
辺

問 

古
河
歴
史
博
物
館

　
　
　
　
☎
０
２
８
０

（22）
５
２
１
１

加
須
市（
埼
玉
県
）

第
10
回
全
国
女
子
硬
式
野
球

ユ
ー
ス
大
会
開
催

　
加
須
市
で
は
２
０
１
０
年
の
第
１

回
大
会
以
来
、
毎
年
夏
に
全
国
の

Ｕ
ー
18
の
選
手
を
対
象
と
し
た
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
女
子
高
校
球
児

の
熱
い
戦
い
を
お
見
逃
し
な
く
。

期
間　
８
月
17
日（
土
）～
23
日（
金
）

※
予
備
日　
８
月
24
日
（
土
）

場
所　

加
須
き
ず
な
ス
タ
ジ
ア
ム

（
加
須
市
民
運
動
公
園
野
球
場
／
埼

玉
県
加
須
市
下
三
俣
）

田
ヶ
谷
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
野

球
場
（
埼
玉
県
加
須
市
上
崎
）

開
会
式　
８
月
17
日
（
土
）
８
時
30

分
～　
加
須
き
ず
な
ス
タ
ジ
ア
ム

問 
加
須
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
　
　
　

　
　
　
　
☎
０
４
８
０

（62）
６
１
２
３

小
山
市（
栃
木
県
）

第
８
回
小
山
の
日
本
一
ビ
ー

ル
ま
つ
り

　
全
国
有
数
の
産
地
で
あ
る
小
山
産

ビ
ー
ル
麦
を
使
用
し
た
美
味
し
い

ビ
ー
ル
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
！
会
場

で
は
、
小
山
産
の
農
畜
産
物
を
使
用

し
た
お
つ
ま
み
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

の
販
売
も
ご
ざ
い
ま
す
。

日
時　
９
月
６
日
（
金
）
17
時
30
分

～
21
時
、７
日
（
土
）
15
時
～
20
時
、

８
日
（
日
）
15
時
～
19
時　
※
雨
天

決
行

会
場　
小
山
御
殿
広
場
（
小
山
市
役

所
北
側
）

料
金　

前
売
り
券
（
ビ
ー
ル
３
杯

分
）：１
，２
０
０
円
、当
日
券
（
ビ
ー

ル
１
杯
分
）：
５
０
０
円

前
売
り
券
販
売
場
所
（
一
社
）
小
山

市
観
光
協
会
（
お
や
ま
本
場
結
城
紬

ク
ラ
フ
ト
館
）、
道
の
駅
思
川
、
ま

ち
の
駅
思
季
彩
館
、リ
ン
グ
ジ
ョ
イ
、

小
山
商
工
会
議
所
、間
々
田
商
工
会
、

桑
絹
商
工
会
、
小
山
市
美
田
商
工
会

※
注
意
※　
飲
酒
運
転
は
法
律
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
車
を
運
転

し
て
お
帰
り
の
方
は
飲
酒
で
き
ま
せ

ん
／
前
売
券
の
払
い
戻
し
は
、
主
催

者
都
合
に
よ
る
中
止
の
場
合
の
み
行

い
ま
す

問 （
一
社
）
小
山
市
観
光
協
会

　
　
　
　
☎
０
２
８
５

（30）
４
７
７
２

野
木
町（
栃
木
県
）

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　
自
然
豊
か
な
渡
良
瀬
遊
水
地
や
野

木
町
煉
瓦
窯
等
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

利
用
時
間　
４
月
～
９
月　
９
時
～

18
時

10
月
～
３
月　
９
時
～
16
時

利
用
料
金　
無
料

利
用
方
法　
小
学
３
年
生
以
上
の
方

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

※
身
分
証
明
書
を
御
持
参
く
だ
さ

い
。

貸
出
場
所　
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
、
き

ら
り
館
、
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
西
口
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
、
野
木
町
役
場

問 

野
木
町
産
業
課

　
　
　
　
☎
０
２
８
０

（57）
４
１
５
３
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  時＝日時  場＝場所  対＝対象  定＝定員
  費＝費用  内＝内容  申＝申込  問＝問合先　

 市民活動やシルバー人材センター、
社会福祉協議会、県などから依頼さ
れた記事を掲載するコーナーです。

みんなの伝言板

●  栃木市民訪中団参加者募集！ ★
　栃木市と友好都市である中国 金華市の他、
杭州市、蘇州市、上海市を訪問する予定です。
時 10 月 28 日 ( 月 ) ～ 11 月１日 ( 金 ) ４泊
５日対満 20 歳以上の市内在住か在勤の方定
20 人 ( 先着順 ) 費 20 万円程度問栃木市国
際交流協会☎ (25)3792（平日 8 時 30 分～
17 時 15 分）

夏休み書道宿題応援
時 7 月 24 日（水）、8 月 14 日（水）全 2
回　17 時～ 18 時場講師宅（大塚町）対小
学 1 年生～中学 3 年生定 10 人費 500 円内
夏の暑さに負けずに集中力を強化し、書道に
取り組んでみよう。申不要問生涯学習人材バ
ンク講師（宇賀神）☎ 090-6150-5057

栃木県シルバー大学校南校祭 2019
時①演芸会 7 月 27 日 ( 土 )10 時～ 16 時
30 分②学校祭 8 月 3 日 ( 土 )10 時～ 14 時
場①栃木文化会館小ホール（旭町）②シルバー
大学校南校（神田町）問シルバー大学校南校
☎ (22)5325

天体観望会
時 8 月 1 日（木）～ 4 日（日）、20 日（火）
各回：19 時～ 21 時まで（雨天・曇天中止、
17 時に実施決定。電話で確認ください）場
太平少年自然の家（平井町）対どなたでも費
無料内大型望遠鏡で惑星や夏の星座など観
察。先着 20 人に星形ストラップをプレゼン
ト。申不要問栃木県立太平少年自然の家☎

（24）8551

シルバー人材センター入会説明会
時① 8 月 5 日 ( 月 ) ② 6 日 ( 火 ) ③ 7 日 ( 水 )
各 13 時 30 分～場①北部事業所 ( 都賀保健
センター 都賀町原宿 ) ②南部事業所 ( 藤岡
町大前 )、岩舟連絡所 ( 岩舟町下津原 )　③
栃木公民館 ( 日ノ出町 )、大平連絡所 ( 大平
町西野田 ) ※②の藤岡と岩舟、③栃木と大平
は同日開催対市内在住で働く意欲のある 60
歳以上の方申お住まいの地域の事業所へ（※
入会を希望される方は必ず説明会に出席下さ
い）問栃木事務局☎ (23)4165 南部事業所
☎ (62)1534 北部事業所☎ (27)8812 大平
連絡所☎ (43)0155 西方連絡所☎ (92)8390 
岩舟連絡所☎ (55)8358

シルバー人材センター刃物研ぎ
時 8 月 21 日（水） 9 時～ 12 時（申込みは
11 時 30 分まで）場栃木保健福祉センター
西側シルバーセンター作業所前（今泉町 2
丁目）費包丁類 300 円～・刈込はさみ 600
円～ 問シルバー人材センター栃木事務局☎

（23）4165

放送大学 10 月生募集のお知らせ
　放送大学ではテレビだけでなく、インター
ネットで好きなときに受講することもできま
す。心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・
自然科学など、約 300 の幅広い授業科目を
1 科目から学ぶことができます。資料を無料
で差し上げていますので、お気軽にご請求く
ださい。申【出願期限】第 1 回：8 月 31 日 ( 土 )
まで、第 2 回：9 月 20 日 ( 金 ) まで問放送
大学栃木学習センター☎ 028-632-0572

「音と言葉の間 2019」本公演～音楽と書の協演～
時 8 月 10 日 ( 土 )14 時開演場栃木文化会
館大ホール（旭町）費一般自由席 2,000 円、
高校生以下 1,000 円内栃高卒業生ユニット
による、書道パフォーマンスとクラシックコ
ンサートの融合をお楽しみください。申栃木
文化会館ほか問荒井☎ 080-9159-4290

栃木県看護協会栃木地区支部　まちの保健室
時 8 月 10 日 ( 土 )13 時～ 16 時場ヤオハン
城内店ふれ愛ひろば ( 城内町２丁目 ) 費無料
内認定看護師によるミニ講話「尿もれは予防
できる～簡単にできる予防体操をやってみよ
う～」、血圧、体脂肪率の測定、健康相談等
申不要問獨協医科大学病院☎ (87)2395

吹祭（ふきさい）２０１９ in つがの里
時 8 月 18 日（日）11 時～ 20 時場つがの
里　特設ステージ（都賀町臼久保）費入場無
料内のど自慢大会、ステージショー（とち
おとめ２５、ＳＡＮＯブランドール）、吉野
家の牛丼や宇都宮餃子会などのフードコー
ナー、世界のスーパーカー展示、打ち上げ花
火 など問 NPO 法人ハートフルふきあげ☎

（91）1511

第 42 回栃木県少年の主張発表下都賀地区大会
時８月 22 日 ( 木 )12 時 10 分開会場壬生町
城址公園ホール大ホール（壬生町本丸１丁目）
対どなたでも内下都賀地区の中学生が、日常
生活の中で感じていることや考えていること
を発表します。費入場無料申なし問下都賀地
区青少年育成推進連絡協議会 ( 栃木県県南健
康福祉センター内 ) ☎ 0285（21）2294

「やさしい相続のおはなし」と「個別相続相談会」
時 8 月 25 日（日）①第 1 部「やさしい相
続のおはなし」13 時 30 分～ 14 時 30 分
②第 2 部「個別相続相談会」14 時 40 分～
16 時場とちぎ市民活動推進センターくらら

（境町）対相続に関心のある方費無料申 8 月
18 日（日）までに問合先へ問笑顔相続サロ
ン＠栃木（大谷）☎ 0283（86）9333

消費税軽減税率制度等説明会
時 8 月 27 日 ( 火 )、28 日（水）、29 日（木）
① 13 時～ 14 時 30 分、② 15 時～ 16 時
30 分場栃木税務署（本町）※駐車場には限
りがあります。満車の場合は、栃木文化会館

（旭町）東側駐車場をご利用ください。対事
業者の方定各回 30 人（先着順）費無料申予
約不要問栃木税務署☎ (22)1805

栃木農業高等学校　岩舟農場ナシ狩り
時 8 月 31 日（土）9 時 30 分～なくなり次
第終了※小雨決行。悪天候は翌日延期。延期
の場合、当日朝に学校 HP に掲載。場栃農高
岩舟農場（岩舟町曲ヶ島）内収穫したナシを
量り売り、ブドウ・コメ販売を予定問栃木県
立栃木農業高等学校（松本）☎ (22)0326

パソコン講座
時①パソコン基礎講座　9 月 3 日（火）か
ら毎火曜日 13 時 30 分～ 15 時 30 分②パ
ソコン応用講座　9 月 5 日（木）から毎木
曜日 10 時～ 12 時場 NPO 法人栃木県シニ
アセンター（片柳町 2 丁目）対市内在住の
方定各講座 12 人 ( 先着順 ) 費１回 1,000 円

（会員割引あり）、Windows7 以上のパソ
コン持参（無料貸し出しあり）内① Word、
Excel を基礎から学べる② Word、Excel の
文書・出納帳等応用申問合先まで問 NPO 法
人栃木県シニアセンター☎ (20)3322（平日
13 時～ 16 時）✉ tochi-senior@cc9.ne.jp

下水道施設を見に行こう！
　見学会を随時行っています。専門職員が施
設をご案内し、生活になくてはならない下水
道の仕組みをご説明します。「出張げすいど
う教室」もご利用ください。費無料申事前に
予約問巴波川浄化センター☎ (22)5322、大
岩藤浄化センター☎ (62)0600

路傍の石作品コンクール感想文・感想画募集
対小学生以上 20 歳未満の方内募集内容：山
本有三作品並びに編集作品・路傍の石文学賞
受賞者の作品○感想文　400 字詰め原稿用
紙 2 ～ 5 枚○感想画　6 つ切り又は S 字画
用紙、表彰式：令和 2 年 1 月 5 日 ( 日 ) 栃
木文化会館展示室（旭町）申 10 月 26 日 ( 土 )
までに問合先へ問山本有三ふるさと記念館☎
(22)8805（月曜日休館）

みかも冒険王２０１９～探せドラゴンストーン～
時 9 月 8 日（日）①ウォークラリー：9 時受付 9
時 30 分～ 13 時②イベント：11 時～ 15 時（雨
天決行・荒天時中止）場①みかも山公園②いわふ
ねフルーツパーク第二駐車場（岩舟町下津原）対
①市内在住の小学生と保護者定①小学生と保護者
50 組（先着順）費① 1 組 1,000 円内①親子で楽
しむ、謎解きウォークラリー・ぶどう狩りなど②
飲食ブース・歌・お笑いステージ・とち介のふわ
ふわハウス・縁日など 詳細はTeamとち介っ人ホー
ムページを参照申① 7 月 20 日（土）～問合先へ
問 Team とち介っ人（坂本）☎ 090-8022-0034

ハードル会「回転アニメーションを作ろう」
時 10 月 6 日 ( 日 )9 時 30 分 受 付　10 時
～ 12 時場藤岡公民館第 1･2 会議室（藤岡
町藤岡）対小学校 1 ～ 6 年生 ( 但し、3 年
生以下の児童は保護者同伴 ) 定 20 人 ( 先着
順 ) 費 1 人 500 円内工作を通して、理科の
面白さを育む申 8 月 1 日 ( 木 ) ～ 31 日 ( 土 )
に問合先まで問ハードル会（田中）☎ 080-
6657-2280 FAX (67)2673

消費税軽減税率電話相談センター
　国税庁では、消費税の軽減税率制度に関す
る一般的なご質問やご相談を「消費税軽減税
率電話相談センター」において、受け付けて
います。音声ガイダンスに沿ってお知りにな
りたい内容の番号を選択してください。

「１」：軽減税率が適用される品目が知りたい方
「２」：帳簿・請求書などの書き方が知りたい方
「３」：その他の軽減税率制度について知りたい方
※従来のナビダイヤル☎ 0570-030-456（通
話料がかかります）も利用可。
　また、軽減税率制度に関する情報について
は、国税庁ホームページの特設サイト「消費
税の軽減税率制度について」をご覧ください。
問消費税軽減税率電話相談センター（軽減
コールセンター）☎ 0120-205-553（受付
時間 平日のみ 9 時～ 17 時）

アルバイトの労働条件を確かめよう！
　学生の皆さんへ：アルバイトを始める際、
さまざまなトラブルに巻き込まれないために
も必ず労働条件通知書等により労働条件を
確かめましょう。困った時は、「栃木労働局
総合労働相談コーナー」☎ 028-634-9112
へご相談ください。夜間、休日に相談した
い時には「労働条件相談ほっとライン」☎
0120-811-610（月～金：17 時～ 22 時、土・
日・祝日：9 時～ 21 時）へご相談ください。
　事業主の方へ：2019 年 4 月から働き方
改革関連法が順次施行されています。アルバ
イトを雇うとき、書面による労働条件の明示
が必要です。問栃木労働局雇用環境・均等室
☎ 028-633-2795

相続登記はお済みですか月間　無料相談会
時 8 月 1 日（木）～３１日（土）※平日のみ。
各司法書士事務所の夏季休暇を除く場県内各
司法書士事務所費無料内相続に関する事申お
近くの司法書士事務所に直接問栃木県司法書
士会☎ 028-614-1122

個人事業税の納税について
8 月は、平成 30 年中に個人で事業を営ま

れていた方に、個人事業税が課税されます。
第一期分の納期限は 9 月 2 日（月）ですので、
最寄りの金融機関等で納付してください。な
お、今年度より、第二期分の納付書も第一期
分と併せて発送しますのでご注意ください。
問栃木県栃木県税事務所 個人事業税担当☎

（23）3414

栃木県勤労者生活資金
　県では、みなさまの生活安定と福祉向上の
ため、中央労働金庫と協力して、低金利の融
資制度を実施しています。
対一般勤労者向け：勤務年数が 1 年以上と
なる県内に居住する勤労者
失業者向け：次の全てに該当する方①満 65
歳未満で世帯の生計を支えている②企業倒産
等による失業で現に求職活動中である③離職
後 1 年 6 か月以内で県内に 1 年以上居住し
ている④保証協会の保証が得られる
※資金使途、貸付利率等の詳細は問合先まで
問中央労働金庫　栃木支店☎ (22)2092

毎月勤労統計調査　特別調査にご協力ください
　厚生労働省では、7 月 31 日現在で、毎月
勤労統計調査特別調査を実施します。調査対
象となる事業所には、8 月から 9 月にかけ
て統計調査員が訪問し、調査票を作成します。
調査票に書かれた内容は、「統計法」により
厳しく秘密が守られます。また、統計以外の
目的に用いることも固く禁じられています。
ご多忙のこととは存じますが、調査の重要性
をご理解いただき、調査に回答ください。
対常用労働者を１～４人雇用している事業所
問栃 木 県 県 民 生 活 部 統 計 課 ☎ 028-623-
2246

小売物価統計調査にご協力ください
　総務省統計局が実施する「小売物価統計調
査」は、物価水準の変動をとらえる上で重要
な「消費者物価指数」をはじめ、物価に関す
る諸資料を作成するための調査です。市内の
小売事業所が対象で、栃木県知事が任命した
調査員がお伺いします。本調査の開始は令和
２年１月からですが、準備のため、８月頃か
ら調査員が皆様の事業所をお訪ねすることが
あります。調査結果は、統計の作成目的以外
には一切使用いたしません。調査員がお伺い
した際には、ご協力をお願いいたします。
問栃 木 県 県 民 生 活 部 統 計 課 ☎ 028-623-
2246

中小企業退職金共済制度
　中小企業退職金共済制度は、中小企業の事
業主が従業員の退職金を計画的に準備するこ
とができる、国の退職金制度です。新規加入
する事業主及び掛金月額を増額する事業主
に、掛金の一部を国が助成します。詳しくは
問合先へ。
問独立行政法人　勤労者退職金共済機構　中
小 企 業 退 職 金 共 済 事 業 本 部 ☎ 03-6907-
1234

借金でお悩みの方へ
　返済困難・家族の借金など、専門の相談員
が丁寧にお話を伺います。※必要に応じ、法
律専門家を紹介します。時平日 8 時 30 分～
17 時内電話または面談（秘密厳守）費無料
問財務省関東財務局宇都宮財務事務所☎
028-633-6294（相談専用）
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時＝日時　場＝場所　対＝対象　内＝内容
定＝定員　費＝費用　持＝持物　申＝申込

にこにこルーム♥
時 8 月 28日 ( 水 ) 内ふれあいあそび、親子の
交流
 ♥印の共通事項時 10 時 30 分～
対未就園児と保護者申当日受付

認定こども園さくら子育て支援センターゆめふうせん
  　          （☎ 24 - 3900）9 時～ 15時・土日休

水遊び開放日
時 8 月 2 日 ( 金 ) 10 時 30 分～ 11 時 30 分　
※荒天中止対未就園児持バスタオル、水着、水
遊び用オムツ
ほのぼの移動広場（イオン）
時 8 月 6日 ( 火 )、20 日（火）10時 30 分～
11 時 30 分　※時間内自由参加場イオン２F
ちびっこ広場内保育士による歌遊び、絵本読み、
ミュージック・ケアや子育て相談費無料
健康相談日
時 8 月 19 日 ( 月 )10 時～ 12 時／ 13 時～
15時内身体測定※午前中、助産師相談あり（予
約不要）
双子ちゃん遊ぼう
時 8 月 19日 ( 月 )10 時～ 12時対未就園児の
双子と保護者または双子妊娠中の方※一般の方
も利用可
赤ちゃんサロン　ちゅうりっぷコース♥
時 8 月 22 日 ( 木 )10 時～ 11 時 30 分　※木
曜全４回対平成 31 年 1・2・3月生まれの乳
児とその保護者内子育ての情報交換、離乳食試
食等定 15 組（先着順）費離乳食実費負担申 8
月 6日（火）15時まで
リズム de ポン
時 8 月 28日 ( 水 )10 時～ 11時内リトミック
やミュージック・ケアを取り入れた音楽や楽器
等を使ったリズム遊び申不要
キッズサロン　オータムコース♥
時 9 月 6 日 ( 金 )10 時～ 11 時 30 分※全４
回場さくら３Ｊホール対平成 28年 4月～平成
30年 6月生まれの親子内ふれあい遊び、リズ
ム遊びや運動会に参加等定 25 組（先着順）
申 8 月 19日（月）15時まで
♥印の共通事項 申右のQRコードの
申込フォームから受付

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センター
ふれあいポッケ（☎27-8890）9時～14時・土日祝日休

親子でレッツダンス︕
時 8 月 22 日 ( 木 ) 対 6 ヶ月～ 1歳 6 ヵ月児
と保護者内ベビーマッサージ＆親子エアロビク
ス持バスタオル・抱っこ紐
みんなでおめでとう︕ハーフバースディ♥
時 8 月 2日 ( 金 ) 
みんなでおめでとう︕ 1・2・3 ｔｈバースディ♥
時 8 月 7日 ( 水 ) 
♥印の共通事項 対 6ヵ月～未就園児の親子 (誕
生児以外の親子も可 ) 内身体計測、手形足形、育
児相談、プチ誕生会持タオル、測定しやすい服装
おもちゃを作って遊ぼう︕
時 8 月 20 日 ( 火 )、28 日 ( 水 )、30 日 ( 金 ) 
対 6 ヶ月～未就園 児と保護者内簡単な製作遊
び (ケロケロかえる )
ゆったりタイム♪
時 8 月 23日 ( 金 ) 対マタニティーママ・6ヶ
月～ 1歳 2、3か月児と保護者内マタニティー
ママとねんねからよちよちあかちゃんのママ
トーク会、うた遊び等
☆共通事項 時 10 時 30 分～ 11時 30 分申平
日 13時～ 15時電話にて定 15 組

けやき保育園子育て支援センター きらり（☎23-8905）
月木金 10時～ 15時・火水 10時３０分～ 15時 30分・土日祝休

 身体測定・手形足型
時 8 月 1 日 ( 木 )、20 日 ( 火 ) 10 時 30 分～
11 時 30 分、13 時 30 分～ 14 時 30 分 ( 時
間内参加自由 ) 対未就園児と保護者
赤ちゃんアートスナップ
時 8月 5日 (月 ) 10時 30分～11時 30分、13
時 30分～ 14時 30分、7日 ( 水 )10 時 30分～
11時30分 (時間内参加自由) 対未就園児と保護者
9 月のカレンダー作り
時 8月 21日 (水 ) 10時 15分～11時30分 、
13 時 30 分～ 14 時 30 分 ( 時間内参加自由、
無くなりしだい終了 ) 対未就園児と保護者
小さなこどもの映画上映会
時 8 月 28日 ( 水 ) 10 時 30分～ 12時 ( 時間
内参加自由 ) 対どなたでも ( 子どもは保護者同
伴 ) 申不要

地域子育て支援センター（とちぎ）（☎23- 2740）
　　　　　　　　9 時～ 16時 30分・土日祝日休

ほんわかタイム
時 8月 6日 (火 )10時～ 11時場とちぎコミュ
ニティプラザ和室対 0歳児と保護者内身体測定、
ふれあい遊びとおしゃべりタイム申当日受付
今月の制作
時 8月 26日 ( 月 )、27日（火）対 6歳までの
親子申当日受付（材料がなくなり次第終了です）

地域子育て支援センターおおひら（☎ 43-1134）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・月曜祝日休

ころころ広場
時①９月10日 ( 火 ) ② 27日 ( 金 )　10時 30
分～ 11時 30分対幼児と保護者内①みんなで
あそぼう　②楽器を作って遊ぼう申８月９日
（金）９時～
あかちゃんサロン　ベビーヨガ＆ママヨガ♥
時９月 12 日 ( 木 )、19 日 ( 木 )、26 日（木）　
10時 30分～ 11時 30分定各 20組
食育講座　簡単︕おいしい離乳食作り♥  
時９月 13日（金）10時 30分～ 11時 30分
定 15 組程度
♥印の共通事項 対０歳児と保護者
申７月 31日 ( 水 ) ９時～

地域子育て支援センターふじおか（☎ 62-5011）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

わくわくタイム　うちわ制作
時 8 月 9日 ( 金 )  対乳幼児と保護者定 20 組
わくわくタイム　運動遊び　
時 8 月 22日 ( 木 ) 場検診ホール対 9 か月以上
児と保護者定 30 組持動きやすい服装、タオル、
着替え、必要な方は室内履き
わくわくタイム　おもちゃ作り
時 8 月 30日 ( 金 ) 対乳幼児と保護者定 20 組
☆共通事項 時 10 時 30 分～ 11 時 30 分申 7
月 22日 ( 月 )9 時～

地域子育て支援センターつが（☎ 27-2122）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

すくすくタイム　
時①8月1日 (木 )② 8日 (木 )③ 22日 (木 ) 
各 10 時 30 分～ 11 時 30 分対①③ 0歳児～
未就園児と保護者② 0歳児と保護者内①身体
測定・窓飾り制作② 0歳児だけのふれあい遊
び③おもちゃ制作定② 15組③ 20組申①不要
② 7月 23 日 ( 火 ) 9 時～③ 8月 6日 ( 火 ) 9
時～
よつば生協による食育教室
時 8 月 29日 ( 木 ) 10 時 30分～ 11時 30分
対 1 歳児以上～未就園児と保護者定 10 組持普
段使用しているスプーン箸等（子ども・保護者）
申 8 月 6日 ( 火 ) 9 時～

地域子育て支援センターにしかた（☎ 92-2900）
　　　　　　　　　　 9 時～ 17時・土日祝日休

プールあそび
時 7 日 ( 水 )、21 日 ( 水 )、28 日 ( 水 )11 時
～ 12時場こども園プール対未就園児と保護者
費無料持水着セット、飲み物 

地域子育て支援センターいわふね（☎ 55-7920）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

骨盤体操
時 8 月 6日 ( 火 )13 時 30分～対未就園児の保
護者定 7 人持汗拭きタオル申 8 月 1日 ( 木 ) ～
食育・幼児食への移行
時 8 月 23日 ( 金 )10 時 30分～対幼児食への
移行時期の児と保護者定 15 組費材料費 100
円程持食事セット ( スプーン、スタイ等 ) 申 8
月 1日 ( 木 ) ～
英語であそぼう
時 8 月 26日 ( 月 )10 時 30分～対未就園児と
保護者定 15 組申 8 月 1日 ( 木 ) ～
ベビーヨガ
時 9 月 9 日 ( 月 )10 時 30 分～対 1 歳 6 ヶ月
頃までの児と保護者定 25 組持汗拭きタオル申
8 月 19日 ( 月 ) ～
のびのびルーム♥
時 8 月 7日 ( 水 ) 内誕生児お祝、
身体測定、今月の制作
うきうきルーム 0 ♥
時 8 月 21日 ( 水 ) 内カレンダー製作

ハワイアン・リトミック
時 9 月 2 日 ( 月 ) 10 時 30 分～ 11 時 30 分
対 1 歳前の未就園児と保護者定 12 組 ( 先着
順 ) 申 8 月 6日 ( 火 ) ～
8・9 月生まれのお誕生会
時 9 月 4 日 ( 水 ) 10 時 30 分～ 11 時 00 分
対未就園児と保護者定 12 組 ( 先着順 ) 申 8 月
6日 ( 火 ) ～
タイルで作るフォトフレーム作り
時 9 月 5 日 ( 木 ) 10 時 30 分～ 11 時 30 分
対未就園児と保護者 定 15 組 ( 先着順 ) 費 1 組
200円申 8 月 19日 ( 月 ) ～
読み聞かせおはなしの会
時 9 月 17日 ( 火 ) 10 時 30分～ 11時 30分
対未就園児と保護者申 8 月 19日 ( 月 ) ～

フォレストキッズ保育園子育て支援センター エンジェル　　　　
（☎20-0808） 9時30分～14時30分・土日祝日休

大きくなったよ︕
時 8月2日（金）、6日（火）、7日（水）、21日（水）
10時～13時30分（時間内自由参加）対 0歳児以
上と保護者内身体測定・手形足形・初回のみ表紙作成・
写真撮影・6日のみ10時～12時に助産師来園
お誕生会♥
時 8 月 28日（水）対 8・9月生まれの未就園
児と保護者内手形足形・身体測定・写真・カー
ド作り定 12 組
ジャズとともに楽しむコンサート♥
時 8 月 31日（土）対年齢不問
（どなたでも可）定 20 組 
ママのためのリフレッシュヨガ♥
時 9月 5日（木）受付10時 15分 対 0歳児以
上と保護者定 10組持ヨガマット・汗拭きタオル
♥印の共通事項 時 10 時 30 分～ 11時 40 分
申 7 月 29日（月）～

ふじおか幼稚園子育て支援センター もりのカフェ
（☎ 61 - 1152）10 時～ 15時・土日祝日休

ベビークラブ ( ベビーマッサージ )
時 7 月 26 日 ( 金 )10 時 30 分～ 12 時頃対妊
娠２か月の妊婦さんから１歳前後の乳幼児
内ベビーマッサージ、体重測定、など持バス
タオル、オイル用皿（タッパーも可）、赤ちゃ
んの飲み物費 350 円申不要
親子教室イベント～親子で遊ぼう～♥
時 8 月 7 日 ( 水 ) 内水遊び、プール遊び、新
聞紙遊び持着替え、タオル、帽子、水着、プー
ル用帽子 (水泳帽など )、親子の上履、飲み物 
親子教室イベント～親子製作　魚つり遊び～♥
時 8 月 27日 ( 火 ) 持親子の上履、飲み物
♥印の共通事項 時 10 時 30 分～ 11時 30 分
場ふじおか幼稚園内　大ホール対１歳前後か
ら４歳までの未就園児と保護者定 30 組（先
着順）費無料申電話にて

大平児童館（☎ 43 - 2350）
8 時３０分～ 17時 30分（７・８月は 18時）・月曜祝日休

天体観測
時 8 月 2 日 ( 金 )、9 日 ( 金 )、30 日 ( 金 )19
時 30 分～ 21時（時間内参加自由）※悪天候
中止対全年齢申不要
 プール遊び
時 7月 23日（火）～26日（金）、30日（火）、
31日（水）、8月2日（金）、6日（火）～8日（木）
10時30分～11時50分※天候や気温によって開
催対乳幼児とその保護者持水着、タオル等申不要

大平みなみ児童館（☎ 43 - 9880）
　　　　　　　　 8 時 30分～ 17時・月曜祝日休

チャレンジタイム
時８月 23日 ( 金 )、24 日 ( 土 )14 時～ 14 時
45分対小学生・幼児（保護者同伴）内ビーチボー
ルバレー！みんなで良い汗を流そう！！申当日
13時 45分～受付
大平みなみ児童館こどもまつり
時９月６日 ( 金 )13 時 30 分～ 16 時 30 分、
７日 ( 土 ) ９時～ 11時 30分内ゲーム、工作、
駄菓子コーナー、リサイクルコーナー等

７～９月のおやこ保育園
おやこ保育園で一緒に遊びましょう
時 7 月 23日、8月 27日、9月 10日、24日　
全て火曜日　10時 30分～ 11時 30分場市役
所本庁舎 1階市民スペース対未就園児の親子
内保育士による遊びや、子育て相談
問合先：こども園さくら☎ (24) ３９００

児童館・支援センターなどの行事
※飲み物等必要なものは各自お持ちください。

いまいずみ児童館（☎ 27 - 5322）
　　　　　　　　　　　9時～ 17時・水曜祝日休

ママといっしょ
時 A: 9 月 13日 ( 金 )、B: 9 月 24日 ( 火 )、C: 
9 月 24 日 ( 火 ) 各日 10 時 30 分～場 B・C：
栃木市総合運動公園体育館（川原田町）対 A：
6か月～ 11か月児と保護者 ( うさぎクラス）、
B:1歳～1歳11か月児と保護者（くまクラス）、
C: 2 歳以上の未就園児と保護者（ぞうクラス）
内 A: ちびっこ運動会、B・C: くまクラスぞう
クラス合同ちびっこ運動会定 A･B･C: 30 組持
A: バスタオル申 8 月 2日 ( 金 ) ～（先着順）
リトミックワールド
時 9 月 27 日 ( 金 )10 時 30 分～対 1 歳 6 か
月以上の未就園児と保護者内リズムに合わせて
心と身体を育てよう定 20 組 ( 抽選制 ) 持クレ
ヨン、B4判の画用紙帳※軽装でお越し下さい
申  8 月 2日 ( 金 ) ～ 23日 ( 金 )
おしゃべりたいむ　敬老の日のプレゼント作り
時 9 月 10 日（火）10 時～ 11 時 30 分（時
間内参加自由）対 3 か月以上の未就園児とそ
の保護者内素敵な☆毛糸のタッセル
わくわくたいむ　敬老の日のプレゼント作り
時 9 月 7 日（土）14 時～ 15 時 30
分（時間内参加自由）対 4 歳以上
内かわいい♡動物さんの卓上ほうき
子育てママのための引き締めトレーニング教室
時 9月 17日（火）10時～ 10時 45分対栃木
市在住の子育て中のママ（託児あり）内パーソナ
ルトレーナーによる自重を使った筋力トレーニ
ング費 500円持飲み物、タオル※動きやすい服
装でお越しください申  8月 2日 (金 )～先着順
キッズ体操教室 Light
時 ① 9月 14日（土）10時～10時 45分②11
時～ 11時 45分③ 9月 21日（土）11時～11
時 45分対①年少～年長②小学１年生～小学３年
生③小学4年生～小学6年生内 本格的な体操で
はなく、バランス能力や巧緻性の発達を、カラダ
を使った遊びを通して育てます。 定 10人持飲み
物、タオル、着替え※動きやすい服装でお越しく
ださい費無料申 8月 2日 (金 )～先着順

そのべ児童館（☎ 20 - 6231）
　　　　　　　　 　　9 時～ 17時・木曜祝日休

夏まつり
時 8 月 7 日 ( 水 )12 時～ 15 時 ( 時間内参加
自由 ) 内人形劇、シェルボトル作り、ミニハー
バリウム作り、TOCHIKO リサイクル、ポッ
プコーン　他（一部有料です）
水あそび
時 8 月 18 日（日）、19 日（月）10 時 30 分
～ 11 時 30 分 ( 時間内参加自由 ) 持水着、タ
オル、サンダル、帽子等　※悪天候の場合は
中止（9時時点で決定）
児童館、長寿園、長寿園陶芸クラブ連合会共
催　陶芸小物 親子で作ろう
時 8 月 18日 ( 日 )9 時 30分～ 11時 30分内
ウェルカム置物の制作※作品は8月 30日～お
渡し出来ます。対幼児以上定 20人 (先着順) 費
100 円（当日徴収）持汚れても良い服装申 7
月 28日 ( 日 ) ～
ぺたぺたひ ろば
時 8月 27日 (火 )、28日 (水 )10時 30分～11
時30分 (時間内参加自由) 対 0歳以上内手・足形、
身体測定、読み聞かせ持汚れてもよい服装、タオル
０歳親子ビクス
時 9月2日 (月 )10時～10時45分対 2～11か
月児と保護者定 25組 (先着順 ) 持バスタオル、動
きやすい服装(ジーンズ不可) 申 8月5日 (月 )～

はこのもり児童センター（☎ 24 - 4034）
　　　　　　　　　　 9 時～ 19時・水曜祝日休

みんなでわいわい︕ビンゴ大会
時 8 月 10 日 ( 土 )　15 時～ 15 時 30 分 対

18 歳未満 ( 未就学児は保護者同伴 ) 定 50 人
申当日 9時 ( 電話不可 )
作って遊ぼう『ぽんぽんカーリング』
時 8 月 24 日 ( 土 )、25 日（日）　14時～ 16
時対 18 歳未満（未就学児は保護者同伴）内空
気の力を利用したおもちゃ「カーリング」を
作って遊ぼう定各日30人申当日9時（電話可） 
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栃木地区急患センター

　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な
診療を行うものです。急病ではない患者さん
は、かかりつけ医師等の診療時間内に受診する
など、救急診療の正しい利用をお願いします。

診療場所
　栃木地区急患センター（境町）　 ☎（22）8699
診療時間等
　平 日 19時～22時（内科／小児を含む）
　休日（日曜日）　9時～21時（内科）
　　　　　　　9時～17時（外科）
　　　　　　　18時～21時（小児科）
　休日（祝祭日） 9時～21時（内科/小児を含む、外科）
※当番医は変更になる場合もありますので、事前
に電話確認をしてからお出かけください。
※受付は、診療時間終了30分前までにお済ませ
ください。
8月の当番医師

休日・夜間救急診療

急患センター終了後、問合先

とちぎ救急電話相談

とちぎ医療情報ネット

栃木市消防本部
　月～土曜日の22時以降 　　   ☎（22）0119
日曜・祝日・年末年始の21時以降   ☎（24）9999
　　　　　　　　　　　　　　（音声ガイダンス）　

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が
相談に応じます。
子ども
　月曜日～土曜日　18時 ～翌朝8時
　日曜日・祝休日　24時間（8時～翌朝8時）
☎028-600-0099 プッシュ回線の場合 ＃8000
大人
　月曜日～金曜日　18時～22時
　土曜日・日曜日・祝休日　16時～22時　
　☎028-623-3344 プッシュ回線の場合 ＃7111

県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の情
報を提供するためのシステムです。
ホームページ 「とちぎ医療情報ネット」で検索 問合先 健康増進課　☎（25）3511・（25）3512

各総合支所 市民生活課窓口

健康相談・栄養相談・禁煙相談
健康づくりや生活習慣の見直し、禁煙などについて、保健師や栄養
士が相談を受けます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

乳幼児健診等のご案内
乳幼児健診

※個別通知で案内した時間にお越しください。
内　容
月 日 曜日 地域（会場）
４か月児健診

8月 21 水 栃木（栃木保健福祉センター）
29 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）

９か月児健診

8月
7 水 栃木（栃木保健福祉センター）
22 木 栃木（栃木保健福祉センター）
30 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）

１歳６か月児健診

8月
1 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
8 木 栃木（栃木保健福祉センター）
23 金 栃木（栃木保健福祉センター）

３歳児健診

8月
2 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
5 月 栃木（栃木保健福祉センター）
26 月 栃木（栃木保健福祉センター）

２歳児歯科健診

8月 20 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）
29 木 栃木（栃木保健福祉センター）

成人健診等のご案内
８・９月の集団検診日程　～１年に１回集団検診を受けましょう～

月 日 曜日 会場 対象 月 日 曜日 会場 対象

8

4 日 栃木保健福祉センター 男

9

1 日 都賀保健センター 男女
6 火 岩舟遊楽々館 女 2 月 栃木保健福祉センター 男女
7 水 都賀保健センター 女 6 金 大平ゆうゆうプラザ 女
8 木 大平ゆうゆうプラザ 女 8 日 岩舟遊楽々館 男女
9 金 大平ゆうゆうプラザ 男女 12 木 栃木保健福祉センター 女
19 月 栃木保健福祉センター 女 14 土 藤岡保健福祉センター 男女
20 火 栃木保健福祉センター 男女 18 水 西方総合文化体育館 女
22 木 藤岡公民館　※ 男女 19 木 栃木保健福祉センター 男女
24 土 西方保健センター 男女 20 金 栃木保健福祉センター 女
30 金 栃木保健福祉センター 女 22 日 大平ゆうゆうプラザ 男女

25 水 岩舟遊楽々館 男女
27 金 都賀保健センター 男女
28 土 栃木保健福祉センター 男女
30 月 栃木保健福祉センター 女

受付時間　７時３０分～１０時３０分　※８/２２は受付時間が８時３０分～１０時３０分となります
こころの健康相談

保健師、カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。
月 日 曜日 会 場 相談時間

8
9 金 栃木保健福祉センター ①13時30分～

②14時30分～
③15時30分～27 火 大平ゆうゆうプラザ

1 木金子（金子内科医院）
2 金粟田口（栃木中央クリニック）
3 土黒木（くろき内科クリニック）

4 日川島（かわしまクリニック）熊倉（熊倉医院）／小児：桜井（桜井こどもクリニック）
5 月青木（虎）（青木医院）
6 火山門（山門クリニック）
7 水石川（TMC とちのき）
8 木中村（洋）（都賀中央医院）
9 金石井（石井内科医院）
10 土箕輪（箕輪内科）

11 日田村（田村医院）藤沼（彰）（藤沼医院）／小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）

12 月粟田口（栃木中央クリニック）恵川  （恵川いたみと漢方のクリニック）
13 火橋本（安）（橋本医院）
14 水金田（金田医院）
15 木金子（金子内科医院）
16 金中元（中元内科医院）
17 土青木（虎）（青木医院）

18 日金子（金子内科医院）大山（大山整形外科）小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）
19 月川島（かわしまクリニック）
20 火藤沼（仁）（大平下病院）
21 水石川（TMC とちのき）
22 木河口（達）（河口医院）
23 金横山（よこやま内科小児科クリニック）
24 土嶋﨑（とちぎ診療所）

25 日青木（虎）（青木医院）江田（江田クリニック）小児：河口（修）（河口医院）
26 月筒井（筒井医院）
27 火腰塚（学）（ちづかクリニック）
28 水竹田（竹田内科小児科クリニック）
29 木石川（TMC とちのき）
30 金野崎（野崎医院）
31 土玉野（たまのクリニック）

母乳相談（１歳未満児）
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

助産師による母乳相談 8月5日（月） 栃木保健福祉センター

子育て相談（乳幼児）（受付：10 時～ 10 時 45 分）
　※希望者どなたでもご利用できます（申し込み不要）

内　容 会場／日程
身体計測
育児・栄養・お口の相談
ふれあい遊び、交流

8月9日（金）栃木保健福祉センター

両親教室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

内　容
会場／日程

栃木保健福祉センター大平ゆうゆうプラザ

育児体験・妊娠中の栄養   8 月   8 日（木）   9 月 13日（金）

妊娠中の過ごし方と口腔ケア   8 月 23日（金） 10月 29日（火）

妊婦体験・赤ちゃんのお風呂 10月 26日（土）   9 月   7 日（土）

乳幼児の水分補給
　夏真っ盛り！普段よりたくさん汗をかく時期です。大人の体は約6割が水分
ですが、乳幼児はその割合が多く、なんと、7～8割近くが水分でできています。
そのため、尿や汗として失われる量も多く、こまめな水分補給が必要になります。

いつ
 汗をかく前と後に飲ませるのがよ
いでしょう。
　・朝起きた時と寝る前
　・お風呂に入る前と後
　・遊びに出かける前と後

なにを
 日常の水分補給は、煮出した麦茶
や水など、甘くないものがおすす
めです。

注意　イオン飲料やジュースは糖分が多く含まれています。
　　　水分補給としてとり過ぎてしまうと、肥満・むし歯・夏バテの原因になります。

どれくらい
 一度にたくさん飲むのではなく、コッ
プ１杯程度の量を少しずつ、口に含
ませるようにしましょう。

■お子さんの予防接種はお済ですか？
下記の予防接種の対象者は、令和元
年度中に無料で接種することができま
す。対象の方には、４月上旬に予診票
を送付しました。まだ受けていないお
子さんは、早めに接種しましょう！
該当する予防接種
①麻しん（はしか）風しん混合2期
②二種混合（ジフテリア・破傷風）
対 象　 ①年長児のお子さん（小学校

就学前の１年間）
　　　　②小学校６年生（勧奨）
受け方　 母子健康手帳と記入した予診

票をお持ちの上、協力医療機
関で接種。

　　　　 ※市外で受ける場合は事前に
問合先へ

問合先　健康増進課☎（２５）３５１１

■楽しく脳と体をきたえる「脳活教室」
　住み慣れた地域でいつまでも自分らしく生き生
きと暮らすために、脳と体の機能を向上させませ
んか？もの忘れが気になりだしたら「早め」の取り組みが大切。楽しく脳の健康
度を高めていきましょう。
日付・場所 （各会場とも全 12回）
　都賀保健 センター　８月 27日（火）、９月９日（月）、30日（月）、10月８日（火）、

28日（月）、11月 12日（火）、26日（火）、12月２日（月）、16日（月）、
１月 14日（火）、28日（火）、２月３日（月）

　岩舟健康 福祉センター（遊楽々館）　８月 26日（月）、９月９日（月）、30日（月）、
10月７日（月）、21日（月）、11月 11日（月）、25日（月）、12
月９日（月）、23日（月）、１月６日（月）、20日（月）、２月 10日（月）

時 間　10時～11時 30分（受付９時45分～）
対 象　 65 歳以上で運動制限がなく、介護保険の認定を受けていない方。原則

として 12回とも参加できる方。
内 容　ファイブコグ検査（脳の健康度チェック）、楽しい脳トレ、運動、お話他
持ち物　筆記用具、飲み物、タオル、動きやすい服装、運動靴、メガネ（必要な方）
定 員　20人（先着順）　　費用　無料
申 込　８月 16日 ( 金 ) までに下記の問合先へ
問合先 都賀会場　都賀地域包括支援センター　☎ (28) ０７７２
　　　　岩舟会場　岩舟地域包括支援センター　☎ (55) ７７８２
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とちぎ蔵の街美術館（万町 3-23/ ☎ 20-8228/ FAX 20-8227）※駐車場コエド市場南、大通り沿いの蔵の街第一駐車場をご利用ください。

　とちぎ蔵の街美術館は、江戸時代後期に建てられた 3棟の蔵を、
そのままの場所で改装し展示空間とした珍しい美術館です。今回の
主役は建物。作品を展示していない状態で、蔵造りの建物をご覧い
ただくために、とちぎ蔵の街美術館の内部を無料で公開します。普
段はあまり目にとめることのない、蔵の梁や墨書書きなどをじっく
りご鑑賞ください。
イベント 蔵の鑑賞会　 時 8 月 16 日 ( 金 )　14 時～（30分程度）

夏休み特別企画　蔵を見せます　　8月9日（金）～ 16日（金）

大平文化会館　☎43-5232

 ピアノ開放デー「わくわく！ピアノ！」
観覧のご案内

　お子様から長年の愛好者まで、市内か
ら応募した皆さんが思いをこめて演奏し
ます。ぜひ温かい拍手をお送りください。
時 8 月 31 日 ( 土 )9 時 45 分開場 10
時開演会ホール対どなたでも料無料

都賀文化会館　☎27-8855

とちぎシネマ倶楽部「モリのいる場所」
　名優・山﨑努と樹木希林　円熟の夫婦
を味わい深く人生が愛おしくなる 珠玉
の物語
時 8 月 25 日 ( 日 ) 1 回目 10 時開場　
10時 30 分開演  2 回目 13時 30 分開
場　14時開演会ホール対未就学児入場
不可料全席自由　500 円チ市内 5文化
会館

栃木文化会館　☎23-5678

アトラクション・ワークショップ
「ダイダラボッチのあしあと」

　こどもたちがワークショップで作った
巨大なエアドーム「ダイダラボッチのあ
しあと」を展示します。
時 8 月 3 日 ( 土 )・4 日 ( 日 )10 時 ～
16時 30分会展示室料無料

さかなクンの
ギョギョッとびっくりお魚教室 in 栃木
　さかなクンが栃木にやってくる！お魚
クイズやギョギョッとおどろくお話が
いっぱい！みんなで楽しくお魚について
学ぼう！
時 9 月 1日 ( 日 )　13時開場 13 時 30
分開演会大ホール対 3 歳未満入場不可
料全席指定　大人（高校生以上）2,500
円、中学生以下 1,000 円、親子ペア（大
人１・子供１）3,000 円チ市内 5文化
会館、佐野市文化会館、小山市立文化セ
ンター、チケットぴあ ほか

栃木図書館　☎ 22 - 3542
9 時 ~19時 30分／休館・金

おはなしひろば【読み聞かせ】
時① 8月 10日（土）10時 30分～ 11
時 ② 8 月 24 日（土）10 時 30 分～
11時内①絵本「ないたあかおに」 ②絵
本「かくれんぼかくれんぼ」演おはなし
ボランティア『りんごの会』
えほんデビュー
時 8 月 17 日（土）11 時～ 11 時 30 分
演栃木図書館スタッフ対赤ちゃん～未就園児
子ども映画会
時 8 月 17 日（土）1 回目 14 時～、2
回目 15時 30分～内「おしりたんてい」
ほか 共催：下都賀地区視聴覚ライブラ
リー協議会
午後の映画鑑賞会
時8月26日（月）14時～内「春子の人形」 
共催：下都賀地区視聴覚ライブラリー協議会

大平図書館　☎ 43 - 5234
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなししゃぼんだま
10周年記念特別おはなし会
時 8 月 3日（土）14時～ 15 時内「ち

びゴリラのちびちび」「いっきゅうさん」
ほか演ボランティア『おはなししゃぼん
だま』対幼児・小学校低学年
ミニミニ市民ギャラリー
「切り絵の会『茜』作品展示」
時 8 月 1日（木）～ 8月 27日（火）
夏休み映画会
時① 8 月 10 日（土）14 時～ ② 8 月
18日（日）14時～ ③ 8月 20日（火）
14時～内①「おしりたんてい」ほか ②
「ウィニング・パス」 ③「顔」対①幼児・
児童と保護者 ②③どなたでも

藤岡図書館　☎ 62 - 4889
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会・工作教室
時① 8月 3日（土）14時～ 15時 ② 8
月 17 日（土）14 時～ 15 時内①おは
なし会：紙芝居「きょうりゅうのラーメ
ン」ほか 工作教室「ラーメンの貯金箱」、
②おはなし会：紙芝居「ぎざみみウサギ」
ほか 工作教室「うさぎの貯金箱」演ふ
じおかおはなし会『コロポックル』
ワークショップ「アロマ芳香剤づくり」
時 8 月 22 日（木）11 時～ 12 時対幼
児～一般（小学生以下の参加は保護者
の付き添い必須）内講師：TEA ROOM 

JASMINE 市塚亜希氏定 20 人料 500
円（材料費）申直接来館または電話にて
受付

都賀図書館　☎ 28 - 0806
9 時 ~19時 30分／休館・月

読書感想文書き方教室
時 7 月 28 日（日）10 時～ 12 時対小
学生内講師：毛塚辰幸氏（山本有三記念
会）、持ち物：筆記用具、感想文を書き
たい本（本は事前に家で読んできてくだ
さい）定 20 人申直接または電話にて受
付中
夏休み　おはなし会
時 8 月 10 日（土）18 時～ 18 時 30
分内絵本「いるの？いないの？」「三ま
いのおふだ」演都賀図書館スタッフ

図書館西方館　☎ 92 - 2512
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時 8 月 4 日（日）11 時～ 11 時 30 分
内テーマ「海」、手遊び演西方館スタッ
フ
おいしいおはなし会
よみきかせと簡単おやつづくり
時 8 月 2 日（金）①おはなし会 13 時
30 分～ 13時 50 分 ②簡単おやつづく

岩舟地域出身の川
かわ だ
田将

ま さ と
人さんによ

る、ドビュッシー「月の光」、ベー
トーヴェン「月光」など、名曲を
お楽しみください。
時 10月 19日 (土 )
　 13時 30分開場 14時開演
会栃木文化会館小ホール
対５歳未満入場不可
料 全席指定
 一般1,000円
 高校生以下500円
チ 市内 5文化会館、佐野市文化会
館、小山市立文化センター ほか
問栃木文化会館 ☎（23）５６７８

ゆかりのアーティストシリーズ

川田将人 ピアノリサイタル

時 8 月 2 日（金）13 時 30 分～ 15 時
会図書館西方館、西方公民館調理室対幼
児と保護者演おはなしボランティア「お
はなし☆きらら」定 8 組料 200 円（材
料費）申直接図書館西方館に来館（電話
申込不可）、7月 26日まで

図書館岩舟館　☎ 54 - 1900
9 時 ~19時 30分／休館・月

夏休み読書感想文書き方教室
時 8 月 4日（日）10時～ 12時会岩舟
公民館 会議室 5内講師：毛塚辰幸氏、
持ち物：筆記用具、感想文を書きたい本
（本は事前に家で読んできてください）
対小学生定 16 人申直接または電話にて
受付中
おはなし会
時① 8月 10日（土）14時～ 14時 30
分 ② 8 月 24 日（土）14 時～ 14 時
30 分内①絵本「とうもろこしちゃんの
ながいかみ」 紙芝居「どれにしようかな」 
折紙「とうもろこし」②絵本「ぎゅっ」 
紙芝居「ポンコちゃんとすいかわり」 折
紙「すいか」演岩舟館
スタッフ
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▲エサキアメンボ

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・保護者名を記入のうえ〒328-8686栃木市役所シティプロモーション課へ（締切当日必着）。写真は返却しません。
（締め切り）平成30年10月生まれ8月7日（水）、平成30年11月生まれ9月9日（月）※封筒に差出人住所を明記ください。

渡邉　朔ちゃん
わたなべ　　さく

三柴叶聖ちゃん川端友翔ちゃん
かわばたゆうと

大阿久大勇ちゃん
おおあくたいゆう

坂本　耀ちゃん
さかもと 　 よう

櫻井ひかりちゃん
さくらい

大阿久瑠璃ちゃん
おおあく る り

諸田大燿ちゃん
もろた たいよう

田中　玲ちゃん
たなか　　れい

軽部俊太ちゃん
かるべしゅんた

海老沼明花音ちゃん
えびぬま あかね

藤沼　蒼ちゃん
ふじぬま　　そう

山本梨央奈ちゃん
やまもと り お な

小倉彩葉ちゃん
おぐら いろは

青木　愛ちゃん
あおき  あいら

野尻真鈴ちゃん
のじり まりん あ べ なつは

阿部夏葉ちゃん 田中愛乃ちゃん
たなか よしの

Vol.30

エサキアメンボマ コ モ

▲マコモの雄花

　アメンボの仲間であるエサキアメンボ。大きさは７～
11mmほどで、アメンボの仲間としては比較的小型でス
マートな体形をしています。池沼や湿地のヨシやマコモ
など、葉が水面から上に出ている「抽水植物」が茂った
水面に生息し、開けた水面にはほとんど出てきません。
動きは比較的遅く、水面に落
下した小さな昆虫などの体液
などをエサとしています。
　ヨシやマコモが生える水辺
の減少などから全国的に数が
減っており、環境省の準絶滅
危惧（ＮＴ）に指定されてい
ます。

平成30年

8
みしば かなと

答えはこの下をチェック

答え　チュウヒ。ぼく（わたらせナイツ）のモデルだよ！
　　　秋になると渡良瀬遊水地にやってきて、冬をすごすんだ。

今月のクイズ

ジチ ャレ ン

わたらせナイツ

　マコモは日本各地に生息するイネ科の多年草です。水
辺に群生し、浅い水中から細長くまっすぐな葉が直立し
て生え、成長すると高さ１～２ｍほどにもなります。
　イネと同じように、夏から秋
にかけて穂が出て花を付けます。
花は雌花と雄花に分かれ、穂の
上半分は黄緑色の雌花、下半分
は薄紫色の雄花です。
　渡良瀬遊水地では、池や水路
などの浅い水辺に生息していま
す。かつてはこのマコモを材料
にゴザなどの「マコモ編み」が
作られていたそうです。

中田莉玖ちゃん
なかだ り く

渡良瀬遊水地の
シンボルバードと言わ
れている野鳥は？

問 題

蔵フェス実行委員会事務局（観光振興課内）  ☎（21）2374

　「蔵の街音頭」にあわせ
た『蔵踊り』やよさこい、お
みこし、はしご車搭乗体験
に加え、今年はeスポーツ
大会や高校生の書道パフ
ォーマンスなど新企画も！
“熱いとちぎの夏”を満喫し
ましょう！

蔵の街蔵の街サマーフェスタ

◆日時：８月4日(日) 14時
　　　　～21時（小雨決行）
◆場所：とちぎ蔵の街大通り、銀座通り、巴波川幸来橋付近 いわふね夏まつり実行委員会

事務局（岩舟産業振興課内）
☎（55）7790

　迫力の和太鼓演奏などの
ステージや、輪踊り、売店、
子ども広場、打ち上げ花火
など、夏を満喫できるイベン
トが盛りだくさん！
◆日時：８月10日(土)
　　　　17時30分～21時
◆場所：岩舟総合運動場
 (岩舟公民館前/岩舟町静)

西方公民館
☎（92）0316

　西方地域の子どもたちの
ステージ発表をはじめ、新
企画「盆踊り」や恒例の「花
火ショー」など楽しい企画が
盛りだくさん！
◆日時：８月２４日(土)
　　　　１５時～
◆場所：西方総合文化体育
　　　　館及び敷地内

　「栃木やぐら音頭」や「日光和楽音頭」にあわせて、盆
踊りを楽しみましょう。都賀の夜空を彩る花火は、夏の
ムード満点！
◆日時：
８月11日(日・祝日)
15時30分～20時30分
（荒天順延）
◆場所：
都賀市民運動場
（都賀町原宿） 

～第４5回つが市民盆踊り大会＆
　２０１9つが花火大会～
～第４5回つが市民盆踊り大会＆
　２０１9つが花火大会～TSUGA盆

盆踊り大会：つが市民盆踊り大会実行委員会（都賀公民館内）  ☎（27）5050
花火大会：（一社）栃木市観光協会 都賀支部（都賀産業振興課内）  ☎（29）1104

サマーフェスタinいわふね2019

にしかた子ども夏まつり
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▲ 栃木市ふるさと大使の
半屋弘蔵氏によるから
くり人形の実演

▲ 黒く光る箒草の種

会場のおおひら
歴史民俗資料館▶

◀ ボンネットバスには「十千
木縁日 2019」の表示が

　6月 15日の県民の日、とちぎ山車会館前広場では、恒例の「県名発祥の地 十
と
千
ち
木
ぎ

縁日」が行われました。この日は朝から雨の降るあいにくの天気でしたが、レトロな
ボンネットバスの運行や、手作り小物のマルシェ、からくり人形の実演、お囃子の披
露などが行われ、訪れた人々を楽しませていました。

「とちぎ」の県名発祥の地で県民の日を祝う

▲軽快なギターの音色が会場に響きます

▲ オカリナの音色に
　うっとり

◀
ユ
ニ
ー
ク
な

　
看
板
で
Ｐ
Ｒ
！

▲
▶
精
緻
な
彫
り

が
来
場
者
の
目

を
惹
い
た
彫
刻

（
栃
木
市
指
定

文
化
財
）

◀
昨
年
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

清
掃
活
動

▶
６
月
１
日
に
行
わ
れ
た
種
ま
き

▶
約
60
名
の
参
加
者
が
救

急
救
命
の
方
法
を
学
び

ま
し
た

　
県
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
「
都
賀
の
座
敷
箒
」
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
、「
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク『
つ
が
』」と「
と

ち
ぎ
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
く
ら
ら
」
が
協
力
し
、
箒ほ
う
き
ぐ
さ草の

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
の
箒
づ
く
り
職
人
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、
座
敷
箒
の
良
さ
を
少
し
で
も
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
試
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

伝
統
を
守
る
箒
草
の
栽
培

　
６
月
20
日
か
ら
７
月
21
日
ま
で
、
お
お
ひ
ら
歴
史
民
俗
資
料

館
に
て
「
例
幣
使
街
道
富
田
宿
の
文
化
財
展
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
期
の
彫
刻
師
磯い
そ
べ辺
敬た
か
の
ぶ信
に
よ
る
彫
刻
作

品
４
点
（
市
指
定
文
化
財
）
な
ど
、
大
平
地
域
の
富
田
地
区
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
財
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
は

興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
彫
刻
は
、
８
月
３

日
・
４
日
に
は
八
坂
神
社
の
例
大
祭
に
合
わ
せ
て
、
富
田
の
各

自
治
会
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

富
田
宿
の
文
化
を
つ
な
ぐ

〜
地
域
で
守
り
受
け
継
い
だ
文
化
財
〜

　藤岡公民館が主催する「わたらせ大学」が 6月 13日開講しました。この講
座は、来年 1月までの間に全 9回開催され、多様な内容を学び楽しみます。
開講日には、オカリナやギターの演奏によるミニコンサートが行われ、会場と
なった藤岡公民館内は、受講者の歌声も交えた美しい旋律が響き渡りました。
　今後は、茶道や七宝焼きやハーバリウムなどの講座を予定しています。

好奇心とともに新たなチャレンジ

実
働
組
織
の
活
動
も
活
発
に

　
岩
舟
地
域
に
は
４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
23
日
に
は
、「
小
野
寺
ふ
れ
あ
い
会
」
が
、
栃
木
市
消

防
署
岩
舟
分
署
の
職
員
を
講
師
に
、
救
急
法
講
習
会
を
開
催
し
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
、
喉
の
異
物
除
去

の
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
国
道
50

号
線
の
み
か
も
乃
橋
周
辺
で
は
、「
静
和
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
道
路
脇
な
ど

に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
熱

心
に
拾
い
集
め
ま
し
た
。

梅の収穫と加工体験を満喫

▲たくさんの梅を収穫しました

▲おとめ会の指導によるカリカリ梅づくり体験

　6月 9日、道の駅にしかたの主催で、とちぎ小江戸ブランドである「真
まが み
上の梅」

の収穫体験と、カリカリ梅づくり体験のイベントが行われました。市内外からの多
くの参加者が、爽やかな梅
の香りを楽しみながら、梅
の実の収穫や、西方町農産
物加工組合「おとめ会」の
指導のもとカリカリ梅づく
りに挑戦し、梅づくしの一
日を満喫しました。
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